
元気で健康な生活を
新たな医療サービスを目指して、医療

健康センターが６月１日に開設しました。
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病院は医療センターへ
健康福祉と役場窓口業務は健康センターへ

【所 在 地】
  医療センター：南部町大字下名久井字白山 87-1
  健康センター：南部町大字下名久井字白山 91-1

【敷 地 面 積】
  27,183 ㎡

【床 延 面 積】
  医療センター：4,909㎡
  健康センター：2,147㎡

【構　　　造】
  鉄筋コンクリ―ト造・２階建

【駐車場台数】
  282 台

【電 話 番 号】
  医療センター：0178-76-2001
  健康センター：0178-60-7100

南部町健康センター窓口
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健康センターでは、健診や保健事務、住民票
や各種証明書の発行を行います。

医療センターでは X 線 TV と C T を更新、疾病
の早期発見・早期治療に役立てます。

医療機器を更新

緊急搬送可能

役場への用事はこちらでどうぞ

災害時も活躍

①

①

②④

③

③

②

④

ヘリポートが整備されたことにより、ドクター
ヘリによる早急な搬送が可能です。

屋上に太陽光パネルが設置されており、CO2

排出の抑制・災害時に活躍します。

国道４号方面

南部町医療健康センター全体敷地図

南部町医療健康センター全体敷地図及び施設紹介

医療センター入口

医療センター

健康センター

ヘリポート

H

健康センター入口
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来院には今までどおり南部町多目的バス・なんぶ里バスがご利用になれます

医療健康センター　インフォメーション

医療センター 健康センター

　「名川病院」停留所の廃止と「医療健康センター」
停留所の新設に伴い、６月１日から南部町多目的バ
スとなんぶ里バスの運行ダイヤが変更となりまし
た。
　詳しくは、各家庭に配布されている「平成 26 年度
６月版　南部町多目的バス・なんぶ里バス運行時刻
表」をご覧ください。

お問合せ　企画財政課（本庁舎）℡  0178-84-2112

【診療科】

  外科・内科・循環器内科・小児科・整形外科・

  皮膚科・泌尿器科・アレルギー科・肛門外科・

  眼科・歯科

【特殊診療】

  人口透析（10 床）・運動機能訓練室

【その他業務】

  ①在宅医療（訪問診察）

  ②介護サービス（居宅療養管理指導・訪問看

  　護・訪問リハビリ）

【病床数】

  全 66 床（一般病床：26 床 療養病床：40 床）

【診療受付時間】

  月・火・水・金曜日　８時 15 分 ～ 11 時 30 分

　　　　　　　　　　 13 時 00 分 ～ 16 時 30 分

  木曜日　　　　　　    ８時 15 分 ～ 11 時 15 分

  土曜日　　　　　　    ８時 15 分 ～ 11 時 30 分

【主業務】

  ①国民健康保険

  ②後期高齢者医療

  ③特定健康診査・後期高齢者健康診査・がん検診

  ④運動・栄養・保健指導

  ⑤高齢者の支援

  ⑥身体・心身・精神障害者の支援

  ⑦生活自立の支援

  ⑧子ども子育ての支援

  ⑨保育園・児童館

  ⑩介護保険

  ⑪地域包括支援センター

  ⑫居宅介護支援事業所

  ⑬訪問看護ステーション

  ⑭住民票・戸籍等窓口業務

【開業時間】

  ８時 15 分～ 17 時 00 分

【休業日】

  土曜・日曜・祝日
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興味深そうに見学する内覧者 センター完成を祝う関係者のみなさん

新センターに期待の声

母子健康手帳の交付・介護保険、要介護認定の申請場所が変わりました

完成を祝って竣工式・落成式

　５月 22 日に医療健康センターの内覧会が開催
され、多くの来場者が完成したばかりの医療健康
センター内を見学して回りました。
　内覧会当日は、午前中雨が降る肌寒い日でした
が、内覧会開催の 30 分前には、開場を待つ人で
行列ができており、関心の高さがうかがえました。 
来場者にインタビュー
・車いすでも気にならないくらい広くて動きや

すい（50 代女性）
・なるべく利用しないように健康に生活したい

が、とても立派なので、住民としては何かあっ
た時利用して健康でいたい。（50 代男性）

・明るくて清潔に感じる。（30 代女性）
・とても立派な建物だと思った。開院したら、

ぜ ひ 職 員 の 方 た ち も 建 物 に 負 け な い よ う な
対応をがんばってほしい。（40 代夫婦）

　これまで、次のことについて、本庁舎・名川分庁舎・南部分庁舎で行っていましたが、健康センター
の開設に伴い、６月から健康センター内の健康福祉課となりましたので、お間違えのないようご注意く
ださい。
◎母子健康手帳の交付
　　持参するものは、医療機関で発行した「妊娠届出書」です。国民健康保険に加入している方は妊産
　婦10 割給付（外来）の申請がありますので、国民健康保険被保険者証を持参してください。

お問合せ　健康福祉課　子育て支援班　℡  0178-60-7100
◎介護保険・要介護認定の新規申請
　　持参するものは、介護保険被保険者証（40 歳～64 歳の方は健康保険の被保険者証）と印鑑です。

お問合せ　健康福祉課　介護保険班　℡  0178-60-7101

　南部町医療健康センター竣工式が、５月21 日
同センター内で行われました。
　竣工式には、工藤町長や医療センターの千葉院
長、町議員その他建設に携わった関係者が出席
し、同センターの完成を祝いました。
　また、竣工式終了後、医療健康センターに隣接
している町民ホール内で、落成式典が行われまし
た。
　式典では、医療健康センター建設の際に土地を
提供された方々や、樹木と車椅子の寄贈者、建設
関係者のみなさんへ感謝状が贈られました。
　式典の中で、工藤町長は「より質の高い医療
サービスを提供するとともに、保健・医療・福祉
の連携により、安心・安全・快適に暮らせる町を
目指します」と決意を新たにしました。
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あなたも女性消防団へ。団員募集中 堂々と行進する南部町消防団

１位を目指して走る子どもたち 相手サーブに備える名川中選手

南部町消防団　女性分団発足式 三戸地区消防連絡協議会　観閲式

うぐいすマラソン大会開催 Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡中学校バレーボール大会

　南部町消防団女性分団の発足式が４月 27
日に三戸消防署名川分署で行われ、工藤町長
から板垣消防団長へ分団旗が授与され、女性
分団の工藤久美子分団長へ手渡しました。
　発足式では、工藤分団長が「思いやりのあ
る活動で、町民の皆さんが安心して生活でき
るよう頑張りたい」と語り、式に出席した女
性団員一人ひとりが「町民皆さんに信頼され
るよう取り組みたい」と防災に向けて決意を
新たにしました。

　南部町・三戸町・田子町の３町の消防団員
総勢 1050 名による、三戸地区消防連絡協議
会の観閲式が、４月 29 日に三戸町で開催さ
れました。
　消防団員たちは、町の中心街を分列行進し
たあと、式典に参加し、まとい振りやはしご
乗り、ポンプ操法訓練などを披露したほか、
玉落とし競技では日頃の訓練の成果を発揮
し、地域の防災に対して決意を新たにしてい
ました。

　第 30 回うぐいすマラソン大会が、４月 20
日、ふくち運動公園福地多目的広場を発着す
るコースで開催され、611 名の選手が晴天の
中元気な走りを見せました。
　開会式では、工藤町長が「目標タイムをク
リアできるよう期待しています」とあいさつ。
　３・５・10 ㎞の距離別、男女別など 13 部
門に出場した選手は、起伏の激しいコースを
駆け抜け、沿道の声援を受けながら、さわや
かな汗を流しました。

　Ｂ＆Ｇ会長杯三戸郡中学校バレーボール大
会が４月 26・27 日に名川中学校で開催され、
郡内の男子２チーム女子５チームが参加し白
熱した試合を繰り広げました。
　選手たちは一心不乱にボールを追い、声を
掛け合いながらトスを上げ鋭いスパイクを打
ち込むなど熱戦を繰り広げ、会場からは勝利
を目指す懸命な姿に、熱い声援が送られてい
ました。
優勝チーム　男子・田子中／女子・川内中

町のニュースをお知らせします

女性分団　21名で発足 防災へ向けて決意を新たに

晴天の中 さわやかな汗を 郡内の７チームが熱戦
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久しぶりの学校生活がスタートする新入生 実際に運転して正しい知識を勉強

参加者は事例発表などを熱心に聴いていました 全国から集まった塾生を前に講義する木村秋則氏

まべち笑楽校第２期生 20 名が入学 自転車の交通安全教室

南部町教育大会開催 木村秋則自然栽培ふれあい塾

　５月 13 日にまべち笑楽校の第２期生の入学
式が剣吉公民館で開催され、20 名の新入生が
笑顔で学校生活をスタートしました。
　まべち笑楽校は、65 歳以上の高齢者を対象
に、自分達で決めた授業内容を毎月第１・第２
火曜日に受講します。山田教育長の、「１年間
がんばってください」という激励のあと、新入
生代表による誓いの言葉と新入生全員による校
歌斉唱が行われ、いっしょに過ごすこれからの
学校生活に胸を膨らませていました。

　４月 20 日に、南部中学校の生徒を対象と
した自転車の交通安全教室が、三八五オート
スクール三戸校の教習コースを利用して開催
されました。
　交通安全教室では、自転車走行に関する法
律の講習や自転車の点検方法、実際にコース
を自転車で走行する実地訓練を行うなどして、
参加した生徒たちは運転技能を向上させ、見
学した保護者も安全意識を高めました。

　４月 24 日に南部町教育大会が楽楽ホールで
開催され、町内の教育関係者が今年度の教育目
標や重点施策について確認をしました。
　大会開催にあたり、境久孝教育委員長は「学
ぶことの大切さを力説し、知力・体力・仲間
意識を高めた、賢い人材の育成をお願いした
い。また、うるおいのある豊かな生活を営ん
でもらえるよう、当町の魅力のご指導をお願
いしたい」と呼びかけました。

　「奇跡のりんご」で知られる弘前市の木村
秋則さんを講師に迎え、木村秋則自然栽培ふ
れあい塾（木村塾）の開講式が４月 24 日に開
催されました。
　今年で第３回目となる当塾には、全国から
52 名の参加者が集まり、木村さん独自の自然
栽培法を学ぶ意欲を見せていました。
　講習は４月から９月にかけて、田畑で実地
研修を行い、農薬や肥料を使わない栽培方法
を学びます。

TOWN NEWS　タウンニュース

笑顔で語らい ともに学ぶ 正しい知識で交通安全

特色ある学校づくりを目指して 自然栽培法を学ぶ



8広報なんぶちょう　6月号

受益者  負担金・分担金について
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【受益者負担金・分担金制度について】
　下水道事業は、不特定多数の人が利用できる
道路や公園と違い利用できる人や地域が限定さ
れます。したがって下水道の建設費をすべて一般
町費（税金）でまかなうことは、下水道を利用
していない人にまで負担させることになります。
　このため、下水道が整備されることによって
利益を受ける人に建設費用の一部を負担してい
ただき利用できない人との不公平をなくしようと
設けられたのが、受益者負担金・分担金制度です。
　受益者負担金・分担金の額は、排水しようとす
る建築物がある区画地（建築面積）ごとに 14 万
円です。地上権等を有する者（借地に住宅を建て

ている人など）が受益者となったときは、土地所
有者と協議して納付される人を決めてください。

【負担金・分担金の減免制度について】
　町では皆様が早期に接続（加入）して頂けるよ
う、供用開始から５年以内に接続された場合は、
負担金・分担金を免除します。 
　　　　　の区域は平成 28 年３月末まで
　　　　　の区域は平成 29 年３月末まで
　　　　　の区域は平成 31 年３月末まで
　このほかに、災害等の事故により納付するこ
とが困難な場合の猶予や公共性の高い施設の土
地、その他特別事情があると認められる場合の
減免制度があります。

平成 30 年度までの公共下水
道事業区域

平成 26 年４月１日から加入
できるようになりました。

平成 24 年４月１日から加入
できるようになっています。

平成 23 年４月１日から加入
できるようになっています。

公
共
下
水
道  

減
免
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

公
共
下
水
道
の
事
業
区
域
と
供
用
開
始
区
域
の
拡
大

公共下水道の事業区域と供用
開始区域（下図）
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　下水道へ接続（加入）するとき
は、町に届出しなければなりませ
ん。また、接続（排水設備）工事
は、町が指定した排水設備工事業
者（指定業者）でなければ行うこ
とができません。
　この場合、指定業者が皆様に替
わって「排水設備等計画確認申請
書」に関係書類を添付して届出を
します。この他、皆様には「下水
道事業受益者申告書」に記入いた
だき、「確認申請書」と合わせて
提出いただきます。
　なお、接続（排水設備）工事の
費用は、個人負担となります。

使用料は下水道を使用する人にお支払いいただくものです。処理場の運
転や下水管の清掃・修繕など、下水道の維持管理費用にあてられます。

　町では現在よりさらに農業集落排水の加入促進を図るため、農業集落排水に加入する方の分担金（12 万円）
を免除しています。免除期間は、平成 28 年３月 31 日までです。平成 28 年４月１日からは分担金を徴収するこ
ととなりますので、お早めにご加入ください。

【例…２か月で上水道使用量が 37 ㎥の場合】
①使用水量は前月分を 19 ㎥、当月分を 18 ㎥と 
　見なします。 

　前月分：（基本水量 10 ㎥、超過水量 9 ㎥）
　 ｛1,217円（基本料金）＋9㎥×167円（超過料金）｝
　　×108/100 ＝ 2,938 円≒ 2,930 円

　当月分：（基本水量 10 ㎥、超過水量 8 ㎥）
　 ｛1,217円（基本料金）＋8㎥×167円（超過料金）｝
　　×108/100 ＝ 2,757 円≒ 2,750 円

②請求額：2,930 円（前月分）＋ 2,750 円（当月分）
　≒ 5,680 円

区分

基本使用料
（1か月につき）  超過使用料 

基本水量 基本料金 超過水量 超過料金

汚水 10㎥まで 1,217円 1㎥につき 167円 

（１）上水道（八戸圏域水道企業団）を
　　使用している人 

（３）上水道と井戸水等を併用している人
(1) と (2) をそれぞれ算出し、高い方が下水道使用
料となります。

使用人数に対する月額使用料 

1人　1,217円 2人 1,551円 3人 2,553円

4人　3,722円 5人 4,724円 6人 5,726円 

7人　6,895円 8人 7,897円 9人 8,899円 

10人 10,068円 

（２）井戸水等（井戸、地域の共同（組合）水道など）
を使用している人

上水道と違い使用水量を確定できないため、世帯
人数などによって算出します。 

【例…使用人数が３人の場合】
（請求書は、ほとんどが２か月ごとに送付されます。）
　請求額：2,553 円 ×108/100 ＝ 2,757 円≒ 2,750 円 
　2,750 円 ×２か月＝ 5,500 円

農業集落排水に加入する方の分担金を免除します

下水道への接続（加入）方法

下水道使用料の算出方法
消費税を計算し合計額は10円単位。端数切り捨て。
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臨時福祉給付金 給付金名 子育て世帯臨時特例給付金

次の①と②の両方に該当する人
①平成 26 年１月１日に南部町に住所登録して

いる人
②平成 26 年度の住民税（均等割）が課税され

ていない人
※ただし、住民税が課税されている人（県外

の人も含む）の扶養親族になっている人や
生活保護を受給している人は対象外です。

対象

次の①、②、③のすべてに該当する人
①平成 26 年１月１日に南部町に住所登録して

いる人
②原則として、平成 26 年１月分の児童手当・

特例給付を受給している人
③平成 26 年度（平成 25 年中）の所得が児童手

当の所得制限額に満たない人
※ただし、臨時福祉給付金の対象者や生活保護

制度の被保護者になっている場合は対象外です。

１人につき１万円
※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年

金等の受給者や、児童扶養手当、特別障害
者手当等の受給者には５千円を加算

支給額 対象児童１人につき１万円

平成 26 年７月１日から９月 30 日まで 受付期間 平成 26 年７月１日から９月 30 日まで

7 月 1 日から 7 月 11 日まで（土日も受付します）
　午前 8 時 15 分から午後 7 時まで
　ゆとりあ、健康センター、ぼたんの里、剣吉
　支所
7 月 12 日から 9 月 30 日まで（平日のみ）
　午前 8 時 15 分から午後 5 時まで

本庁舎、健康センター、南部分庁舎、剣吉支所

受付時間
および
受付場所

７月１日から 7 月 11 日まで（土日も受付します）
午前８時 15 分から午後 7 時まで
ゆとりあ、健康センター、ぼたんの里、剣吉
支所

７月 12 日から９月 30 日まで（平日のみ）
午前 8 時 15 分から午後 5 時まで
本庁舎、健康センター、南部分庁舎、剣吉支所

・申請書（対象になると思われる人には、６
月下旬頃に案内文書と申請書を送付する予
定です）

・印鑑
・給付金を振り込む通帳

申請に
必要なもの

・申請書（対象になると思われる人には、６
月下旬頃に案内文書と申請書を送付する予
定です）

・印鑑
・給付金を振り込む通帳

　国では、４月からの消費税率改定に伴い、所得の

低い方々や子育て世帯の方々への影響を緩和するた

め、「臨時福祉給付金」または「子育て世帯臨時特

例給付金」を、臨時的に１回限り支給します。

　それぞれの給付金の対象になると思われる人に

は、６月下旬頃に案内文書を送付する予定です。

■問合せ先　健康福祉課　☎ 0178-60-7101

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

公共工事契約状況（４月25日入札） 問合せ　総務課（本庁舎）  ☎0178-84-2111

工　事　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

病工第1号　南部町医療センター
医師住宅建設工事 下名久井地区 ㈱山口製材所 17,809,200 円 自：26 年 ５月 １日

至：26 年 ９月 30 日

支給対象になると思われる人には、案内文書と
申請書を送付する予定です
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　福地地区の人権擁護委

員を３期、９年間務めた

高橋裕さん（高橋）に４

月 17 日、法務大臣から

の感謝状が青森地方法務

局杉原正之八戸支局長か

ら伝達されました。

　退任された高橋さん

に変わり、４月１日から

滝田康雄さん（片岸）が

新たに福地地区の人権

擁護委員に委嘱されま

した。

　また、南部地区の人権

擁護委員に、松尾敏治さ

ん（大向）が再任されま

した。

　滝田さんと松尾さん

の任期は、平成 29 年３

月 31 日までです。

区分 補助限度 計画基数
５人槽 352,000 円 ４基

６～７人槽 441,000 円 14 基

10 人槽（２世帯住宅で浴
室及び台所が２つ以上あ
る住宅）

588,000 円 −

　町では、生活雑排水と、し尿を併せて処理する合
併処理浄化槽を家庭で設置する場合に、経費の一部
を補助しています。

対象地域　次の①～③以外の人
①公共下水道予定処理区域（南部地区の一部）
②農業集落排水事業処理区域（上名久井・下名久井・

片岸・苫米地・福田の各処理区）
③あかね・東あかね団地排水区域

補助対象者
住宅に、合併処理浄化槽を設置する人。または合併
処理浄化槽が新たに設置される住宅を購入する人

補助金額及び計画基数

※ 浄化槽の人槽は原則、住宅の床延べ面積で決定されま
すが、建物の使用状況により明らかに実情に添わない
と考えられる場合は、資料などを基に増減することが
できます。

申請　浄化槽設置前に申請書を提出してください。

設置工事は、申請審査後に送付する交付決定

通知書が届いてからになります。

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2518

９年間務め感謝状

人権擁護委員に委嘱

感謝状を受け取る高橋さん

新しく委嘱された滝田さん

再任された松尾さん

～全ての事業所及び企業が対象です～

　７月１日を基準日として「経済センサスー基礎調査・商業統計調査」が行われます。
　経済センサスー基礎調査は、我が国すべての産業分野における事業所及び企業の従業者規模等の基本構
造を全国的及び地域別に明らかにするとともに、各種統計調査実施のための母集団情報を整備することを
目的として実施します。
　また、商業統計調査は、卸売業・小売業を営む事業所を対象として、従業者数や商品販売額等を把握す
ることで、我が国の商業の実態を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を得ることを目的として実施
します。
　全ての事業所及び企業が調査対象となり、６月上旬から調査員がお伺いし、調査票を配布します。調査
内容を統計作成以外の目的に使用することは一切ありませんので、安心して正確な記入をお願いします。

問合せ　企画財政課（本庁舎）　☎ 0178-84-2112

合併処理浄化槽設置事業の補助

７月１日　経済センサス−基礎調査・商業統計調査−

まちの人権擁護委員
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　ギフトカードは 10 枚１組で 4,145 円となって
おり、ギフトカード利用者はそれらのカードを見
て欲しい商品を一つ選び、同封のハガキなどで申
し込むと旬の時期にその商品が届く仕組みです。
　カード１枚１枚には、作り手の写真とその商品
にかける熱い思いが書かれています。
　このギフトカードはインターネットで販売され
ています。（http://gift.jimo.co.jp/aomori-nanbu/）
問合せ：NPO 法人青森なんぶの達者村
　　　　☎ 0178-76-2310

まちの話題

４年程度で成魚になり帰ってきますフローラフォトニクスのメンバーたち

作成したギフトカードを手に熱い思いを見せる若手農業者たち

10 人の若手農業者による自慢の商品が書かれたギフトカード

大きくなって帰っておいで
如来堂川へサケの稚魚放流

高校生で初受賞
名農「フローラフォトニクス」文部科学大臣賞を受賞

　４月 22 日に名久井小学校と福田小学校の児童
87 名が、サケの稚魚約 15 万匹を如来堂川へ放
流しました。
　これは、小学校と名川 B&G 海洋センターが協
力して行っている「水に賢い子どもを育む年間型
活動プログラム」の一環として実施。児童たちは、
昨年の冬に自分達で受精させた卵からふ化した稚
魚と馬淵川さけ・ます増殖漁業協同組合でふ化さ
せた稚魚に、「早く帰ってきてね。」と声をかけな
がら放流していました。

　名久井農業高校の草花を研究するグループで
ある「フローラフォトニクス」が、種差海岸に
自生する絶滅危惧種「サクラソウ」の保護活動
などを高く評価され、第 23 回地球環境大賞の
文部科学大臣賞を受賞しました。同賞を高校生
のグループが受賞したのは初めてのことです。
　受賞した生徒たちは「初めて聞いたときはと
ても驚いた。この受賞は先輩方の努力の積み重
ねなので、私たちもがんばっていきたい。」と決
意を新たにしていました。

熱い思いを込めたギフトカード

　４月 15 日に NPO 法人「青森なんぶの達者村」の若
手農業者 10 名が、新しく作成したギフトカードを手
に工藤町長のもとへ報告に訪れました。
　訪れたメンバーは「若手農業者の熱い思いが込めら
れたギフトカードを通して、町産品の良さを皆さんに
知ってもらいたい」と意気込みを伝え、報告を受けた
工藤町長は「作り手の顔が見えて親近感がわく。今ま
ではこのような媒体が無かったが、様々な活用場面が
考えられるため、今後ぜひ活用していきたい」と激励
しました。

青森なんぶの達者村　新しくギフトカードを作成
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TOWN TOPICS

桜の下でみんな揃っていただきます慣れない農業機械を使って枝集め

ゴール地点は、多数の出店テントで賑わっていました

勢いを落とすことなく山道を駆け抜ける選手たち

春の訪れを感じながらお腹いっぱい
名川南小学校でお花見給食

農業の大変さと楽しさを学ぶ
名久井農業高校１年生による春季農作業支援

　名川南小学校で、４月 28 日にお花見給食が開
催され 27 名の生徒たちが、満開の桜の下で給食
を食べて春の訪れを感じていました。
　名川南小学校では、毎年桜の開花に合せてお花
見給食を開催しており、生徒たちは「いただきま
す」のあいさつで、おいしそうに給食を食べてい
ました。数人の生徒は率先しておかわりをして、

「桜の下で食べる給食はいつもよりおいしい」と
笑顔で話し、普段とは違う環境の給食とお花見を
満喫していました。

　名久井農業高校１年生の生徒たち 76 名による
春季農作業支援活動が５月 15・16 日の２日間に
渡り行われ、12 戸の農家に分かれて農作業を学
びました。
　農作業場へ分かれた生徒たちは、りんごの摘

て き か

果
や剪定したあとの枝の片付け等を行いました。手
伝いをした生徒たちは「農作業は思ったより大変
で疲れるけれど、農業機械の運転などは楽しく、
時間が過ぎるのが早く感じる」などと笑顔で話し、
農業の大変さと楽しさを感じていました。

自然活かして町おこしを
名久井岳トレイルランニング 2014

　５月 18 日に、県下初となるイベント「名久井
岳トレイルランニング 2014」が開催されました。
　トレイルランニングは、未舗装の道を走るスポ
ーツ。北東北では珍しいイベントで、今大会では
町内外から 10 から 70 代の男女 94 名が参加しま
した。
　参加者は、名久井岳の起伏の激しい登山道約
10km のコースを、自生している樹木等を手掛か
りにして駆け抜けました。
　走り終えた参加者は「舗装された道を走るのと
は違い、未舗装の山道を走るのは新しい感覚で、
しんどかったけど楽しかった」と充実した笑顔を
見せていました。
　本大会の事務局を務めた後藤欣司さん（大向）
は、町を盛り上げたいという気持ちから、町の自
然を活かすことができる「トレイルランニング」
を企画し、遠方から参加する選手のために農家民
泊を紹介するなどして町おこしを目指しました。
　大会終了後、後藤さんは「参加者全員が笑顔で
無事にゴールできてよかった。今後も続けていき
たい。」と満足感のある表情で語りました。
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専門外来診察日

整形外科 受付：11 時 30 分まで

▲

６月28日（土）　８時 30分〜  

先天性股関節脱臼 予約制／受付 10 時
30 分〜10 時 50 分

▲

６月28日（土）　　　　　　　

眼科 受付：14 時 30 分まで
初診の人は 13 時 30 分まで

▲

６月11日（水）　14時〜15時　木村先生

▲

６月25日（水）　14時〜15時　木村先生

泌尿器科 予約制

▲

６月10日（火）　13時〜　　　柳沢先生

▲

６月16日（月）　13時〜　　　伊藤先生

▲

６月24日（火）　13時〜　　　柳沢先生

▲

６月30日（月）　13時〜　　　伊藤先生

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険 南部町医療センター
☎ 0178-76-2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　 肛門科、アレルギー科、歯科

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていないお子さ
んなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園庭の開放、絵
本やビデオを貸し出していますので、お気軽にご利用ください。

福地保育園　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

６月12日　運動あそび

６月19日　お誕生会

６月26日　七夕制作

７月３日　七夕会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

６月11・18・25日
７月２日

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

６月９・16・23・30日
７月７日

なんぶ保育園　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

６月12日　戸外あそび

６月19日　ホールで遊びましょう

６月26日　誕生会

７月３日　七夕制作

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜12時

６月９・11・16・18・23・25・30日
７月２・７・９日

チェリー保育園　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分〜11時

６月12日　砂場遊び

６月19日　リズム遊び

６月26日　お誕生日会

７月３日　七夕制作

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

６月９・11・16・18・23・25・30日
７月２・７・９日

個人戦 形 組手

佐々木　俐
り

　玖
く

　君 （剣吉小３年） − 準優勝

丸
まる

　子
こ

　慶
けい

二
じ

郎
ろう

　君 （剣吉小３年） 優勝 優勝

丸
まる

　子
こ

　眞
ま

　央
お

　さん（剣吉小６年） 優勝 優勝

川　村　正
まさ

　明
あき

　君 （名川中１年） − 第３位

佐々木　瑠
る

　唯
い

　さん（名川中１年） 準優勝 第３位
練習の成果を発揮し納得した試合を期待して
います

全国大会でも最高の結果を　　　空手道協会の選手が県大会で大活躍

　青森県空手道選手権大会が５月４日に弘前市で行われ、町空手
道協会（なんぶスポーツ少年団）の選手が、好成績を収めました。
　県大会上位入賞者は以下のとおりで、入賞した選手は、８月に
宮城県で開催される全国大会への出場権を獲得しました。
　全国大会でも日頃の練習の成果を発揮してがんばってください。
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月 火 水 木 金 土 日
6月2日
小学生水泳教室 / ロ
コモ 1500 教室 / 水
中ウォーキングと水
慣れ教室

3
女性水泳教室/らくら
く水中筋力アップ体
験教室

4
リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
健康教室/エアロビク
ス 教 室/初 心 者 水 泳
教 室/や さ し い 水 中
ウォーキング500教
室

5 6
ロコモ 600・750 体
験教室/ あしの運動
転倒予防体験 /町民
ヘルシー塾健康教室
/巡回バス（A・Bコー
ス）

7
エアロビクス教室

8
アクアビクス体験
教室

9
小学生水泳教室 / ロ
コモ 1500 教室 / 水
中ウォーキングと水
慣れ教室

10
女性水泳教室/らくら
く筋力アップ体験教
室

11
リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
健康教室/エアロビク
ス 教 室/初 心 者 水 泳
教 室/や さ し い 水 中
ウォーキング500教
室

12 13
ロ コ モ600・750体
験教室/町民水中ウォ 
ーキング1000教室
/水中ウォーキング
1000教 室/ ら く ら
くあしの運動転倒予
防 体 験 教 室/太 極 拳
教室/巡回バス（C・D
コース）

14
エアロビクス教室

15

16
小学生水泳教室 / ロ
コモ 1500 教室 / 水
中ウォーキングと水
慣れ教室

17
休館日

18
休館日

19
休館日

20
ロ コ モ600・750体
験教室/町民ヘルシー
塾健康教室2/太極拳
教室/巡回バス（A・B
コース）

21
エアロビクス教室

22
里山あるき

23
小学生水泳教室 / ロ
コモ 1500 教室 / 水
中ウォーキングと水
慣れ教室

24
女性水泳教室 / らく
らく筋力アップ体験
教室

25
リラクゼーション健
康教室 / エアロビク
ス教室 / 初心者水泳
教室 / やさしい水中
ウ ォ ー キ ン グ 500
教室

26 27
ロ コ モ600・750体 験 教
室/町民水中ウォーキング
1000教室/ 水中ウォーキ
ング1000教室/ らくらく
あしの運動転倒予防体験
教室/太極拳教室/巡回バ
ス（C・Dコース）

28
エアロビクス教室

29

30
小学生水泳教室 / ロ
コモ 1500 教室 / 水
中ウォーキングと水
慣れ教室

7月1日
女性水泳教室 / らく
らく筋力アップ体験
教室

2
リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン
健康教室 / エアロビク
ス教室 / 初心者水泳
教室 / やさしい水中
ウ ォ ー キ ン グ 500
教室

3 4
ロ コ モ600・750体
験教室/ らくらくあ
しの運動転倒予防体
験教室/町民ヘルシー
塾健康教室/太極拳教
室/巡回バス（A・Bコ 
ース）

5
エアロビクス教室

6

泳げない子集まれ！！

短期水泳教室 アルバイト募集

〒 039-0802　三戸郡南部町大字苫米地字上根岸 73-1
（一財）南部町健康増進公社

担当：永田、渡部　

　「バーデハウスふくち」では、短期水泳教室の受講
生を募集しています。
　初級クラスですので、泳げない子でも安心して参加
できます。夏休みは、短期水泳教室でいっぱいお友達
をつくろう！

期間　平成 26 年 7 月 23 日（水）〜 7 月 27 日（日）
時間　９時 30 分 〜10 時 30 分
場所　バーデハウスふくち
対象　小学生（初心者の方）
募集人数　35 名（定員になり次第、募集終了）
受講料　○会員　税込 4,450 円（入館料 5 回分含む）
　　　　○一般　税込 5,700 円（入館料 5 回分含む）
講師　当施設のインストラクター
申込方法　７月 18 日（金）までに「バーデハウスふ

くち」フロントへ、受講料を添えてお申し
込みください。

　温泉保養館「バーデハウスふくち」では、次のとお
りアルバイトを募集いたします。

募集人数　６名（50 ｍ以上泳げる方）
業務内容　プール監視、プール掃除、プール点検他
勤務月日　平成 26 年７月 12 日（土）〜８月 24 日（日）
勤務時間　午前８時 30 分〜午後９時までの２時間か

ら８時間（勤務表指定時間による交替勤務）
賃金　　　時給 670 円
応募条件　高校生以上 60 歳未満で、50 ｍ以上泳げ
　　　　　る方
　　　　　（高校生は学校の許可が得られる方）
募集締切　６月 15 日（日）22 時
申込み・お問合せ
　履歴書（写真添付）を持参または郵送（封書に「夏
休みプールアルバイト希望」と朱書き）で、下記へお
申込みください。

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850
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※今月は
岩城美果が
担当します。

※協賛品で作成した上位入賞者への賞品

新会長に就任した坂本誠治さん

　

６
月
か
ら
広
報
誌
で
連
載
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
南
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

す
。
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
協
力

隊
２
名
は
昨
年
よ
り
南
部
町
で
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
外
部
目

線
か
ら
見
た
南
部
町
の
面
白
い
こ

と
や
日
々
の
活
動
な
ど
を
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
18
日
に
名
久
井
岳

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
協
力
隊
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
普
段
一

緒
に
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
青
森
な
ん
ぶ
の
達
者
村
よ
り
協

賛
品
を
集
め
、
物
販
、
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
休
憩
所
）、
誘
導

等
を
担
当
し
ま
し
た
。
協
賛
品
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
達
者
村
の
会
員
の
方
が
自

分
た
ち
の
作
っ
た
特
産
物
を
持

ち
寄
っ
て
、
予
想
以
上
の
豪

華
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
賛
品
の
数
々
を
見
て
い

る
と
、
本
当
に
南
部
町
に
は

「
お
も
て
な
し
」
の
心
が
根
ざ

し
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
達
者
村
に
か
か
わ
れ
て

い
る
こ
と
の
強
み
、
会
員
の

皆
様
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に

向
け
て
一
人
ひ
と
り
の
持
ち

味
が
結
集
さ
れ
て
、
大
き
な

力
に
な
る
、
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

町
外
か
ら
来
た
私
た
ち
に

は
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

関
わ
ら
ず
、
垣
根
の
な
い
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さまざまな出来事をお伝えします

描の61

　
達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
連
絡
協
議

会
が
発
足
し
て
今
年
で
九
年
目
に
な

り
ま
す
。
当
協
議
会
は
主
に
都
市
部

の
中
高
生
を
対
象
に
、
農
家
の
暮
ら

し
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
農
業
体
験

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
か
ら
新
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
強
い
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
〝
ブ
ラ
ン
ド
〟
の
あ
る
協
議
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
の
中

高
生
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

素
直
で
個
性
の
あ
る
生
徒
ば
か
り

で
、
毎
回
な
ご
や
か
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
若
い
人

と
接
し
て
い
る
だ
け
で
パ
ワ
ー
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
私

た
ち
も
学
ぶ
こ
と
が
非
常
に
多
い

な
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
家
の
生
活
を
体
験
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
は
、「
食
育
」
と
し

て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
普
段
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
け

ば
買
う
こ
と
が
で
き
る
野
菜
や
果

物
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
で
き

て
い
く
の
か
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
手

間
を
か
け
て
消
費
者
に
届
く
の
か
、

身
を
も
っ
て
体
験
で
き
る
こ
と
は

本
当
に
貴
重
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
し
、
私
た
ち
も
大
き
な
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
に
行

き
、
様
々
な
果
物
を
食
べ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
南
部
町
の

果
物
が
一
番
お
い
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
農
業
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

受
け
入
れ
た
生
徒
た
ち
に
果
物
を
食

べ
さ
せ
て
も
「
み
ず
み
ず
し
く
て
お

い
し
い
」
と
、
嬉
し
い
感
想
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

慢
の
果
物
を
売
り
込
ん
で
い
く
「
攻

め
」
の
姿
勢
を
大
切
に
し
、
た
く
さ

ん
の
方
を
南
部
町
に
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
坂
本
会
長
へ
の
取
材
を
通
し
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
協
議
会
の
存
在

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、「
や

っ
て
み
た
い
」
と
い
う
農
家
が
増
え

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

文:

農
村
交
流
推
進
課

秋
山
　
将
毅

　今回は、農家民泊の受け入れなどを行っている団体である
「達者村ホームステイ連絡協議会」の新会長に就任した

坂本誠治さん（小向）に、様々なテーマでインタビューを
しました。

新
会
長
に
就
任
し
て

楽
し
さ
・
や
り
が
い
に
つ
い
て

会
長
に
と
っ
て
の
南
部
町

取
材
を
終
え
て
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福
地
短
歌
会

な
ん
ぶ
短
歌
会

若
　
草
　
会

5
THU

6
FRI

7
SAT

8
SUN

9
MON

10
TUE

11
WED

12
THU

13
FRI

14
SAT

15
SUN

16
MON

17
TUE

18
WED

19
THU

20
FRI

21
SAT

22
SUN

23
MON

24
TUE

25
WED

26
THU

27
FRI

28
SAT

29
SUN

30
MON

1
TUE

2
WED

3
THU

4
FRI

5
SAT

6
SUN

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
ごみステーションの設置によってゴミの散乱被害がなくなり、地域住民の環境衛生に
対する意識向上も図られました。（６区町内会）

内
村
　
貞
子

馬
場
　
敬
子

佐
々

木
冴
美

沼
畑
　
吉
茂

馬
場
　
た
か

馬
場
　
　
操

西
舘
　
ヒ
デ

坂
本
　
綾
子

八
木
田
順
峰

デーレース ナイターレース

連
翹
も
木
蓮
も
咲
き
春
ら
し
き
装
ひ
と
な
る
狭
庭
明
る
し

雪
消
え
て
芽
吹
き
初
め
た
る
四
方
の
山
い
ろ
ど
り
を
増
す
北
の
ふ
る
さ
と

「
元
気
か
」
と
入
所
の
叔
母
が
問
ふ
た
び
に
猫
の
虎
蔵
こ
の
世
に
戻
る

草
花
も
輪
廻
の
世
界
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
華
を
夢
み
て
み
ど
り
燦
々

前
山
の
若
葉
出
づ
る
に
先
駆
け
て
白
く
見
ゆ
る
は
田
打
ち
の
桜

年
老
い
て
耕
作
放
置
の
隣
畑
遠
き
日
し
の
ぶ
こ
ぶ
し
群
れ
咲
く

八
十
の
手
習
ひ
な
ど
と
誰
が
言
ひ
し
嫗
ら
集
ひ
て
ブ
ラ
ウ
ス
を
裁
つ

農
作
業
お
く
れ
に
遅
れ
て
滅
入
り
し
に
好
天
つ
づ
き
例
年
通
り

峡
の
里
か
こ
む
若
葉
を
岸
に
し
て
瑠
璃
い
ろ
に
澄
む
空
の
み
づ
う
み

眠
さ
う
な
孫
を
背
負
ひ
て
そ
ぞ
ろ
行
く
そ
め
ゐ
よ
し
の
の
花
の
夕
べ
を

や
う
や
く
に
さ
庭
の
木
瓜
の
剪
定
を
終
へ
て
蕾
の
紅
ら
み
て
来
ぬ

ふ
き
の
た
う
開
き
山
菜
の
旬
と
な
る
ま
だ
ら
雪
踏
み
山
に
入
り
行
く

曲
が
る
背
の
老
婆
ひ
と
り
に
わ
た
く
し
の
身
内
の
ご
と
き
親
し
み
の
湧
く

父
親
の
友
の
二
人
も
亡
く
な
り
て
今
年
の
桜
淡
く
な
り
た
り

児
童
ら
と
時
を
過
ご
せ
し
職
場
へ
の
坂
道
険
し
く
今
に
忘
れ
ず

離
れ
住
む
孫
は
仕
事
に
慣
れ
し
か
と
春
ま
だ
浅
き
日
々
を
案
ず
る

川
守
田
慶
三

石
塚
　
　
守

大
久
保
雪
夫

奥
寺
　
睦
子

工
藤
　
裕
正

佐
々

木
教
子

根
市
　
政
志

川
べ
り
の
若
葉
萌
え
出
る
青
柳
は
老
い
ゆ
く
身
に
も
活
力（
ち
か
ら
）与
へ
て

春
の
夜
や
し
な
や
か
に
踊
る
つ
る
の
舞
南
部
手
踊
り
名
人
位
と
な
る

土
ほ
れ
ば
ね
む
る
蛙
が
こ
ろ
が
り
出
あ
ら
ま
あ
ご
め
ん
ふ
と
ん
を
か
け
る

雛
の
た
め
暮
れ
て
な
ほ
餌
は
こ
ぶ
親
皿
洗
い
つ
つ
飛
び
立
つ
を
待
つ

新
入
生
こ
の
雪
の
な
か
徒
歩
通
学
家
出
る
時
に
心
を
決
め
て

雪
解
け
て
も
ぐ
ら
堀
り
出
す
土
見
ゆ
る
枝
に
止
ま
り
し
カ
ラ
ス
目
に
つ
く

お
や
つ
に
と
娘
の
作
る
か
し
わ
餅
食
べ
即
吟
を
一
声
吟
ず
る

ふ
る
さ
と
を
出
て
七
十
年
は
夢
と
す
ぎ
未
だ
帰
れ
ぬ
想
ひ
深
ま
る

木
村
ひ
な
子

川
村
　
綾
子

一
ノ
渡
　
綮

山
下
　
幸
枝

向
山
　
敦
子

中
野
　
静
子

奥
　
あ
さ
子

小
林
　
青
山

若松ＧⅠ全日本覇者決定戦

戸田一般戦

多摩川一般戦 宮島ＧⅡ
MB大賞

戸田一般戦

江戸川ＧⅠ江戸川大賞

丸亀
一般戦

丸亀一般戦

蒲郡一般戦蒲郡一般戦 桐生一般戦

蒲郡ＧⅠ周年記念

浜名湖ＳＧグランド
チャンピオン

尼崎ＧⅠセンプルカップ

戸田ＧⅢ企業杯 びわこＧⅢ企業杯

多摩川ヴィーナス
シリーズ

常滑ＧⅢ企業杯

尼崎一般戦

桐生一般戦

平和島一般戦 平和島
一般戦

尼崎一般戦

若松ルーキーシリーズ

びわこ一般戦

児島
一般戦

大村
一般戦

住之江一般戦住之江一般戦

桐生ヴィーナスシリーズ

スペードの３
朝井　リョウ　著

あなたへの歌
楊
ヤ ン

　逸
イ ー

　著
村上海賊の娘　㊤・㊦
和田　竜　著

名川中学校図書室１階 　☎ 0178-76-3121Books Selection
休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

7 July6 June
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可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

15

22

29

6

13

7

8

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ａ・南部Ａ

乳幼児予防接種（個別接種）※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。
かわむら …（かわむら内科クリニック）受付9時〜11時30分、14時〜17時30分（月・火・木・金曜日）、9時〜11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
川　外 …（川守田外科胃腸科）受付9時〜11時、15時〜17時（月・火・水・金曜日）、9時〜11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）

南　病 …（南部病院）受付13時〜13時30分　※全予防接種予約制

はらだ …（はらだクリニック）受付8時30分〜12時、15時〜18時（月・火・水・金）、8時30分〜12時（木・土）　※要予約（三種混合）

木

金 土 日Friday Saturday Sunday

Thursday

【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団検診】

受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課

（☎ 0178︲60︲7100）へお問い合わ
せください。

医療セン …（南部町医療センター）受付13時〜13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ）

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

新・雑・チラシ・段

新・雑・チラシ・段

新・雑・チラシ・段

広報 7月号発行予定日 可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

1・6 ぼたんの里

３健 南部町健康センター

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

ペットボトル 名川Ａ・南部Ａ

鍋の日

粗大

粗大

粗大

粗大

上名久井（上）・小向・正寿寺

上斗賀・下斗賀・9 区・10区・11区

上中町・荒町・小波田

虎渡・二又・古町・馬場

粗大 上名久井（下）・門前

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

川　外

川　外

川　外

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

はらだ

はらだ

はらだ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ
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9

可燃

可燃

可燃

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃

可燃

福地

福地

不燃

不燃

名川Ｂ・南部Ｂ
ビン 名川Ａ・南部Ａ

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

月 火 水 WednesdayTuesdayMonday

可燃 福地

名川Ａ・南部Ａ
名川Ｂ・南部Ｂ

1・6

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】
…1歳６か月児健康診査（H24.10〜H24.11生）受付12時15分〜12時45分

段ボール・新聞

缶・ ビン・ペット

缶・ ビン・ペット

福地

福地

福地

  雑・チラシ・古布・その他の紙
  缶・ ビン・ペット

４相 …4歳児健康相談（H21.10〜H21.11生）受付13時〜13時30分

３健 …3歳児健康診査（H22.11〜H22.12生）受付12時〜12時15分
※7月からすべての乳幼児健康診査、乳幼児健康相談の会場が健康センターになります。お間違えのないようご注意ください。

４相 ゆとりあ
可燃 福地 不燃

可燃 名川Ａ・南部Ａ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

不燃 福地

可燃 福地 不燃
ビン

名川Ａ・南部Ａ

名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

はらだ

はらだ

はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

川　外

川　外

川　外

川　外

川　外

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

医療セン

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・ＢＣＧ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・ＢＣＧ

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

四種混合・三種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌

南　病

南　病

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

南　病

南　病

南　病

医療セン

南　病

南　病

南　病

南　病

南　病

ＢＣＧ

ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

福地
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今月の納期

個人町民税（１期）

納期限　６月30日（月）
口座振替　６月25日（水）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2586

６・７月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口を開

設しています。

期日　６月７日（土）、21日（土）

　　　７月５日（土）、19日（土）

時間　８時15分〜12時

場所　住民生活課（南部分庁舎）

業務内容　住民票・印鑑証明書の交

付、印鑑登録

その他　死亡届けは、全ての庁舎で

受付けます。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）

☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成26年５月20日現在）

　人　口　19,743人　（−28）
　　男　　  9,449人　（−13）
　　女　　10,294人　（−15）
　世帯数　  7,515世帯（−12）

対先月比

　
「
近
所
の
犬
が
吠
え
て
う
る
さ

い
」、「
犬
の
フ
ン
で
町
内
が
汚

い
」、「
放
し
飼
い
の
犬
に
庭
を
荒

ら
さ
れ
た
」
等
、
犬
に
関
す
る
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

犬
は
絶
対
に
放
し
飼
い
に
し
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す

が
、
次
の
こ
と
に
も
心
が
け
、
人

と
犬
が
共
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
な
環
境
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
む
だ
吠
え
は
、
運
動
等
に

よ
り
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
行
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も

①
散
歩
時
に
は
引
き
綱
を
つ
け

る
。

②
犬
の
フ
ン
を
始
末
す
る
（
散
歩

時
も
含
む
。

③
犬
を
つ
な
ぐ
鎖
の
場
所
や
長
さ

を
点
検
す
る
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
１
１

　

町
で
は
、
身
体
障
害
者
ま
た
は

知
的
障
害
者
の
方
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
更
生
に
必
要
な
助
言
を
す

る
た
め
に
、
障
害
者
相
談
員
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
と
担
当
地
区
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
身
体
障
害
者
相
談
員

　

吉
川
直
彦
さ
ん
（
福
地
地
区
）

　

工
藤
英
雄
さ
ん
（
剣
吉
地
区
）

　

田
口
敦
子
さ
ん（
名
久
井
地
区
）

　

梶
原
ま
き
子
さ
ん（
南
部
地
区
）

▽
知
的
障
害
者
相
談
員

　

夏
堀
真
理
子
さ
ん
（
全
地
区
）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
地
域
福

祉
班
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

町
で
は
、
身
体
障
害
者
巡
回
診

査
・
更
生
相
談
（
肢
体
不
自
由
の

障
害
の
み
）
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

対
象
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
の
診
査
を
必
要
と
す

る
人
（
た
だ
し
、
診
査
時
、
既

往
歴
な
ど
が
不
明
で
、
判
定
が

困
難
な
場
合
は
、
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定
が

必
要
な
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度

や
等
級
な
ど
の
変
更
を
必
要
と

す
る
人

▽
補
装
具
の
相
談
な
ど
を
希
望
す

る
人

期
日　

７
月
９
日
（
水
）

場
所　

ゆ
と
り
あ

受
付
時
間　

９
時
～
11
時

（
診
査
開
始
は
９
時
30
分
か
ら
）

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳
、（
所
有
者
の
み
）

※
手
帳
交
付
の
診
査
を
希
望
す
る

場
合
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
が
あ
る
場
合
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
や
紹
介
状
な
ど
、
病
名
や
治

療
の
状
況
、
身
体
状
況
が
わ
か
る

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

脳
血
管
障
害
（
脳
卒

中
・
脳
梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害

の
診
査
に
つ
い
て
は
、
発
症
か
ら

３
か
月
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ

と
。

申
込
期
限　

７
月
１
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

（
地
域
福
祉
班
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

達
者
村
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
で
は
、
地
域
の
魅
力
を

町
内
外
の
方
々
に
広
く
発
信
す
る

と
共
に
、
観
光
客
を
温
か
く
迎
え

る
「
お
も
て
な
し
の
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
主
に
町
で
運
行
し
て

お知らせ 
 information

犬
の
正
し
い
飼
い
方

協力依頼

達
者
村
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

会員募集

障
害
者
相
談
員

相談案内

身
体
障
害
者
巡
回
診
査
・

更
生
相
談

開催案内
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い
る
達
者
村
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
に
添

乗
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格　

成
人
の
男
女

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課

（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
９

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
の

シ
ス
テ
ム
等
確
認
の
た
め
に
夜
間

走
行
試
験
（
午
前
１
時
か
ら
午
前

５
時
）
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

６
月
22
日
（
日
）・
７
月

27
日
（
日
）

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社　

盛
岡
支
社
企
画
室

☎
０
１
９
・
６
２
５
・
４
０
１
９

　

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
は
、
水
・
金
・

日
曜
日
の
週
３
便
運
航
し
て
お

り
、
韓
国
観
光
の
ほ
か
、
仁イ

ン
チ
ョ
ン川

空

港
か
ら
の
乗
継
で
世
界
の
各
都
市

へ
旅
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
青
森
→
ソ
ウ
ル

　

13
時
25
分
→
16
時
00
分

▽
ソ
ウ
ル
→
青
森

　

10
時
10
分
→
12
時
30
分

　

６
月
限
定
の
特
別
な
旅
行
企
画

や
旅
行
代
金
の
5,000
円
引
き
の
特
典

の
ほ
か
、
今
な
ら
青
森
空
港
駐
車

料
金
が
最
大
1,000
円
と
な
り
ま
す
。

　

海
外
へ
の
出
張
や
旅
行
は
今
が

お
得
で
す
。
ぜ
ひ
青
森
・
ソ
ウ
ル

線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

青
森
県
企
画
政
策
部
交

通
政
策
課
航
空
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
１
５
３

　

今
年
誕
生
し
た
名
久
井
農
業
高

等
学
校
硬
式
野
球
部
の
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
一
緒
に
応
援
し
ま

せ
ん
か
。

申
込
み
・
問
合
せ　

名
久
井
農
業

高
等
学
校
硬
式
野
球
部
後
援
会

代
表　

船
場
徳
身

☎
０
１
７
９
・
23
・
３
６
９
５

　

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

で
は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等

の
専
門
機
関
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

青
森
市
新
町
２
―

４
―

25

青
森
合
同
庁
舎
３
階　

青
森
財

務
事
務
所

受
付　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）
８
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
16
時
30
分

問
合
せ　

東
北
財
務
局
青
森
財
務

事
務
所

☎
０
１
７
・
７
７
４
・
６
４
８
８

馬淵川とともに生きる期成
同盟会総会　開催

　平成 23 年９月の台風 15 号を
機に、馬淵川流域における、安心
安全な地域社会の実現に向けて
設立した「馬淵川とともに生きる
期成同盟会」の総会が、５月 15 
日に開催されました。
　総会には、馬淵川中下流域及
び熊原川流域の、八戸市、南部町、
三戸町、田子町の首長や地域住
民らが参加しました。会長である
工藤南部町長のあいさつに続き、
事務局から今年度の事業計画書
案や予算案などが説明されまし
た。それに続き、県地域整備部河
川砂防施設課の工藤康正課長か
ら床上浸水対策事業の進捗状況
の説明がありました。

河川整備計画「意見を聴く会」

　青森県では、馬淵川や熊原川
において、今後 20 年間の河川整
備の目標と内容を定めた「馬淵川
水系河川整備計画（青森県管理
区間）」の策定を進めています。
　このたび、流域にお住まいの皆
さまから広く意見をお聴きするた
めに、次のとおり「意見を聴く会」
を開催いたします。
日時　６月28日（土）　18時～
場所　南部公民館（南部分庁舎
　　　となり）
問合せ　青森県河川砂防課河川・
　海岸グループ
☎ 017-734-9665

多
重
債
務
相
談
窓
口

窓口案内

名
農
硬
式
野
球
部
後
援

会
会員募集

新
幹
線
夜
間
走
行
試
験

（
新
青
森
〜
盛
岡
間
）

協力依頼

青
森
・
ソ
ウ
ル
線

利用案内

　

苫
米
地
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

公
園
」
の
整
備
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
今
年
も
、
小
野
寺
節

子
さ
ん
と
弟
の
苫
米
地
正
喜

さ
ん
か
ら
、
10 

万
円
の
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

18 

年
か
ら
９
年
連
続
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
市
在
住
の
小
野
寺

さ
ん
と
千
葉
市
在
住
の
苫
米

地
さ
ん
は
苫
米
地
氏
に
縁
の
あ

る
方
で
、
苫
米
地
館
跡
で
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
公
園
」
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
、
こ

れ
か
ら
も
き
れ
い
な
公
園
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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※全ての出荷容器に、産地県と出荷者番号の表示をお願いします。
※朝の荷受時間は５時～６時30分です。

●休場日
６月１日㈰、２日㈪、８日㈰、11日㈬、15日㈰、18日㈬、22日㈰、25日㈬、29日㈰
７月６日㈰、９日㈬、13日㈰、20日㈰、21日㈪、27日㈰、30日㈬

　

自
動
車
税
は
、６
月
30
日（
月
）

ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

専
門
サ
イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
で
自
動
車
税
を
納

付
し
た
場
合
は
、
領
収
ス
タ
ン
プ

の
押
印
を
受
け
ま
す
と
、
納
税
証

明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
し

た
場
合
に
は
、
２
週
間
程
度
で
納

税
証
明
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
証
明
書
は
車
検
の
際
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と

一
緒
に
保
管
し
紛
失
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

三
八
地
域
県
民
局
県
税

部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

　

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご

友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
つ
ど

い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
つ
ど
い
」
は
大
切
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
同
じ
思
い
を
抱
え
て
い

る
方
が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や

想
い
を
心
お
き
な
く
、
あ
り
の
ま

ま
に
話
せ
る
安
心
で
き
る
場
で
す
。

そ
の
場
に
い
る
だ
け
で
も
聴
く
だ

け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
５
日
（
土
）
13
時
30

分
～
15
時
30
分

場
所　

ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

問
合
せ　

青
森
県
立
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー　

こ
こ
ろ
の
電
話

☎
０
１
７
・
７
８
７
・
３
９
５
７

　

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

で
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避

難
が
必
要
で
す
。
土
砂
災
害
は
、

台
風
な
ど
の
大
雨
の
時
期
に
特
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
身
の
危
険
や

周
囲
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、
た
だ

ち
に
避
難
す
る
と
と
も
に
、
役
所

な
ど
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂

災
害
警
戒
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒

区
域
マ
ッ
プ
な
ど
、
土
砂
災
害
に

関
す
る
情
報
は
、
青
森
県
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、“
防
災
情

報
（
砂
防
）”
で
検
索
す
る
と
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

青
森
県
県
土
整
備
部
河

　

川
砂
防
課
砂
防
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
６
７
０

　

福
地
工
業
団
地
内
に
あ
る
三
信

包
装
株
式
会
社
は
、
包
装
資
材
の

加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
品
の
一
貫
工
程
設
備
を

有
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
会
社
」

で
す
。
こ
の
度
、
業
務
拡
張
の
た

め
次
に
よ
り
社
員
を
募
集
し
ま

す
。

職
種　

女
子
事
務
員
、
パ
ー
ト
製

造
員

就
業
場
所　

福
地
工
業
団
地
内
三

信
包
装
㈱

就
業
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
30

分
（
休
憩
１
時
間
）

休
日　

土
・
日
・
祝
日
ほ
か

賃
金　

事
務
員
は
固
定
給
、
パ
ー
ト

社
員
は
時
給
（
社
会
保
険
完
備
） 

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

会
社
の
概
要
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
・
職
務
経
歴
書
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
０
３
９
―

０
８
１
１

南
部
町
大
字
法
師
岡
福
地
工
業

団
地
内
三
信
包
装
㈱
管
理
部

☎
０
１
７
８
・
84
・
３
４
８
０

町営市場の販売状況  （平成26年４月16日〜平成26年５月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

サンふじ（りんご） 39,572 6,046 153 93

金星（りんご） 3,472 355 102 50

短根人参 3,590 236 66 57

ゴボウ 12,440 3,954 318 71

土付ごぼう 8,996 2,081 231 22

長　芋 115,410 25,750 223 174

にんにく 9,783 17,333 1,772 882

長芋の種 37,849 10,898 288 154

トックリ芋の種 1,146 811 707 192

ムカゴ 476 321 674 141

キャベツ 1,360 163 120 129

ね　ぎ 4,762 1,221 256 228

ほうれん草 3,149 1,354 430 412

小松菜 487 149 307 359

ウルイ 1,268 677 534 635

きゅうり 5,120 1,482 289 307

アスパラガス 291 250 858 1,086

シイタケ 828 496 599 474

う　ど 998 200 200 260

三
信
包
装
株
式
会
社

社
員

募集案内

自
動
車
税
の
納
期
内
納

付
納税依頼

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

開催案内

土
砂
災
害
防
止
月
間

防止月間
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編集後記
男女問わず幅広い年齢層の方
が参加したトレイルランニング。
ランナーがゴールするときに、
みんなが笑顔と拍手で完走者を
迎えていたのがとても印象的で
した。【tam】

　

「
老
健
な
ん
ぶ
」
で
は
、
次
の

と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種　

正
看
護
師
、
准
看
護
師

雇
用
期
間　

６
月
20
日
～
９
月
30
日

勤
務
時
間

　

日
勤
…
８
時
15
分
～
17
時

　

夜
勤
…
16
時
～
８
時
30
分

賃
金　

正
看
護
師
…

10,000
円
／
日

　
　
　

准
看
護
師
…
8,400
円
／
日

受
付
期
間　

６
月
５
日
～
６
月

16
日
ま
で
（
土
日
祝
日
除
く
）

▽
職
種　

介
護
員

雇
用
期
間　
７
月
１
日
～
９
月
30
日

勤
務
時
間　

　

日
勤
…
８
時
15
分
～
17
時

　

準
夜
…
15
時
15
分
～
24
時

　

深
夜
…
23
時
30
分
～
８
時
15
分

賃
金　

介
護
福
祉
士
…
7,200
円
／
日

　
　
　

介
護
員
…

6,800 
円
／
日

受
付
期
間　

６
月
10
日
～
６
月

25
日
ま
で
（
土
日
祝
日
除
く
）

申
込
み
・
問
合
せ

履
歴
書
に
資
格
書（
写
）を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）

〒
０
３
９
―

０
１
０
５

南
部
町
沖
田
面
字
千
刈
32
―

１ 

老
健
な
ん
ぶ

☎
０
１
７
９
・
34
・
３
２
６
０

　

福
地
お
は
な
し
の
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。
事
前

申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
未

就
学
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

６
月
22
日
（
日
）

時
間　

10
時
30
分
～
11
時

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

農
産
物
等
直
売
所
「
ふ
く
ち

ジ
ャ
ッ
ク
ド
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営

し
て
い
る
ふ
く
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ
会

で
は
次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数　

２
名

資
格　

福
地
地
区
に
住
所
を
有

し
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
方

年
会
費　

3,000
円

申
込
期
限　

６
月
25
日
（
水
）

申
込
み　

ふ
く
ち
ジ
ャ
ッ
ク
ド
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

ふ
く
ち

ジ
ャ
ッ
ク
ド
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・
84
・
４
５
２
０

　

今
よ
り
も
っ
と
健
康
的
に
な
る

た
め
に
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
気

の
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

毎
週　

木
曜
日

時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容　

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ア
ッ

プ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
、
リ
ズ
ム
体
操
等

料
金　

月
額
2,000
円
※
月
額
1,000
円
で

２
回
コ
ー
ス
も
有
り

保
険
料　

年
間
1,000
円

申
込
み
・
問
合
せ　

佐
々
木
祝
子

☎
０
１
７
８
・
75
・
１
４
４
４

　

南
部
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
19
時
～
21
時

（
第
１
回
目
は
６
月
25
日　

全

９
回
）
会
場
に
て
説
明
会
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

場
所　

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
・
保
険
料   

小
学
生
１
人
2,000
円

申
込
期
限　

６
月
20
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

南
部
町
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

坂
本

☎
０
９
０
・
３
４
６
９
・
５
３
５
４

放射線量測定結果

測定地点　元二又消防屯所、町
民体育館、中央公民館、名川
南小学校、杉沢研修館、ふれ
あい公園

測定日　５月 15 日（木）、16日（金）
測定値（単位： μ Ｓ ｖ /h）

全ての地点で 0.02 ～ 0.06 の値
であり、高い放射線量は測定
されませんでした。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2509

おわびと訂正
　５月号７ページ、町内指定医
療機関「川守田外科胃腸科」に
誤りがありました。訂正しておわ
び申し上げます。
誤：月・火・水・金…9：00～11：30
　　　　　　　　14：00～17：00
　　水・土…9：00～11：00
正：月・火・水・金…9：00～11：00
　　　　　　　　15：00～17：00
　　木・土…9：00～11：00

行政相談・人権相談

日時　７月３日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、中央公民館、 
　南部公民館
問合せ

△

行政相談は総務課（本庁舎）

　☎ 0178-84-2111

△

人権相談は住民生活課（南
　部分庁舎）☎ 0179-34-2509

看
護
師
及
び
介
護
員
の

臨
時
職
員
募
集

募集案内

お
は
な
し
会

開催案内

ふ
く
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ
会

会
員
募
集

会員募集

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

参加案内

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室

募集案内

マイクロシーベルト
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■
医
療
・
健
康
セ
ン
タ
ー
開

設
に
関
す
る
条
例
制
定
及

び
一
部
改
正

▽
平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら

医
療
・
健
康
セ
ン
タ
ー
を

開
設
す
る
た
め
、
設
置
及

び
管
理
条
例
を
制
定
し
た

ほ
か
、
名
川
病
院
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
等

を
一
部
改
正
し
た
。

■
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例

の
制
定

▽
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る

課
程
に
在
学
し
、
将
来
、

町
立
病
院
の
医
師
と
し
て

勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
に

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る

た
め
、
条
例
を
制
定
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備

▽
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

の
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
公
民
館
の
使
用
料
な

ど
27
の
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
や
字
句
の
整
理

を
し
た
。

▽
重
い
負
担
を
強
い
ら
れ
る

消
費
税
に
加
え
、
町
の
施

設
使
用
料
ま
で
引
き
上
げ

る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

消
費
税
転
嫁
を
し
な
い
項

目
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

▽
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

■
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

▽
平
成
26
年
度
か
ら
財
政
課

の
事
務
分
掌
を
総
務
課
及

び
企
画
調
整
課
に
再
編
す

る
た
め
、
財
政
課
を
廃
止

し
、
企
画
調
整
課
の
名
称

を
企
画
財
政
課
と
す
る
な

ど
、所
要
の
改
正
を
し
た
。

■
集
会
所
条
例
の
一
部
改
正

▽
新
た
に
建
築
し
た
集
会
施

設
を
適
正
管
理
す
る
た

め
、
条
例
別
表
に
「
諏
訪

ノ
平
公
民
館
」を
加
え
た
。

■
消
防
団
員
の
定
員
、任
用
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▽
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を

三
戸
郡
統
一
の
単
価
に
引

き
上
げ
る
た
め
、
条
例
を

改
正
し
た
。

■
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

▽
施
設
が
老
朽
化
し
、
一
般

へ
の
貸
し
付
け
が
出
来
な

い
た
め
、
所
要
の
改
正
を

し
た
。

■
名
川
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
条

例
を
廃
止

▽
名
川
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
を

譲
渡
す
る
た
め
、
条
例
を

廃
止
し
た
。

■
専
決
処
分
し
た
予
算
の
報

告
及
び
承
認

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

▽
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
２

月
19
日
付
け
で
除
雪
経
費

５
千
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
の
総
額
を
１
０
５

億
９
千
１
９
４
万
９
千
円

と
し
た
。

主
な
議
案

情
報
通
信
利
用
環
境（
光
回
線
）整
備

事
業
を
実
施
　
　
　   

※
平
成
26
年
度
一
般
会
計

第
55
回
南
部
町
議
会
定
例
会
　
３
月
３
日 

～ 

３
月
11
日

　

第
55
回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
制
定
及
び

一
部
改
正
、
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
を
選
挙
し
た
ほ
か
、
平
成

26
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
︵
川
守

田
稔
委
員
長
︶
に
付
託
さ
れ
、
３
月
７
日
・
10
日
に
審
査
を
行
い
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
条
例
の
整
備
に
反
対
す

る
討
論
（
立
花
寛
子
議
員
）

条  
例

報
　
告

情報通信利用環境整備事業とは
　情報通信利用環境整備事業では、インターネッ
ト等において通常の電話線より大きなデータの
送受信が素早くできる、光ファイバーケーブル

（光回線）を整備します。
　事業により町全域で光回線が利用できること
となります。
※利用には、申し込みが必要です。
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　◉  主な議案（第 55 回定例会）

■
選
挙
管
理
委
員
会
４
名
及

び
補
充
員
４
名
を
選
挙

▽
委
員
４
名

　

東         

満  

氏
（
上
名
久
井
）

　

中
野     

正
美 

氏
（
玉　

掛
）

　

川
守
田  

由
松 

氏
（
苫
米
地
）

　

田
村  

千
代
美 

氏
（
鳥
舌
内
）

▽
補
充
員
４
名
。
右
か
ら
補

充
順
位
で
掲
載
。

　

佐
々
木 

登
志
雄 

氏
（
大
向
）

　

藤 

田  

克 

弘  

氏
（
福
田
）

　

西 

舘  

輝 

敏  

氏
（
斗
賀
）

　

松 

井  

吉 

男  

氏
（ 

平 

）

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

▽
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
前
年
度
よ
り
８
億
円

増
の
１
０
３
億
円
、
17
の

特
別
会
計
と
合
わ
せ
て
２

１
２
億
６
千
５
６
５
万
９

千
円
で
、
前
年
度
よ
り
10

億
１
千
７
１
９
万
５
千
円

の
減
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
、

　

情
報
通
信
利
用
環
境
整
備

事
業
（
通
称
、
超
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業
）
に

４
億
５
千
２
８
２
万
５
千

円
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業
４
千
９
９
万

円
、
名
川
分
庁
舎
解
体
事

業
３
千
５
４
４
万
円
、
消

費
税
改
正
に
伴
う
低
所
得

者
層
へ
の
臨
時
給
付
金
支

給
事
業
に
９
千
７
５
０
万

５
千
円
、
道
路
橋
り
ょ
う

整
備
事
業
３
億
２
千
８
２

６
万
９
千
円
な
ど
。

※
平
成
26
年
度
各
会
計
予
算

の
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

▽
平
成
26
年
度
一
般
会
計
は

住
民
に
喜
ば
れ
る
部
分
は

あ
る
が
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
と
基
金
の
取
り
崩
し

が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。

▽
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
は
、
破
た
ん

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
国
保
税
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
。

▽
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
で
は
、
町
独
自
の

保
険
料
と
利
用
料
の
減
免

を
求
め
る
。

▽
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
は
、
制
度

自
体
が
高
齢
者
を
お
荷
物

扱
い
す
る
も
の
で
、
廃
止

す
る
べ
き
で
あ
る
。

▽
い
ず
れ
も
、
賛
成
多
数
で

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
公
共
施
設

整
備
基
金
積
み
立
て
に
９

千
８
６
６
万
７
千
円
、
国

の
補
正
に
よ
り
、
ひ
ろ
ば

台
団
地
の
建
設
費
に
９
千

９
８
８
万
５
千
円
、
同
じ

く
、
学
校
の
体
育
館
照
明

器
具
落
下
防
止
補
修
に
２

千
36
万
２
千
円
を
追
加
、

事
業
費
確
定
に
よ
る
各
種

予
算
の
減
額
と
合
わ
せ
、

８
千
７
４
８
万
６
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
１
０
５
億
４
４

６
万
３
千
円
と
し
た
。

■
平
成
25
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

▽
決
算
見
込
み
に
よ
る
給
付

費
の
増
額
で
９
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
24
億
２
千
９

２
３
万
３
千
円
と
し
た
。

■
平
成
25
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
要
支
援
認
定
者
の
増
に
よ

る
介
護
予
防
計
画
作
成
業

務
の
増
に
よ
り
39
万
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
千
５
０

２
万
３
千
円
と
し
た
。

■
平
成
25
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▽
り
ん
ご
の
価
格
上
昇
と
販

売
量
の
増
加
に
よ
る
販
売

受
託
代
金
の
増
加
に
伴

い
、
２
億
１
千
４
０
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
31
億
２
４

２
万
６
千
円
と
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
事
業
費
の
確

定
に
よ
り
６
会
計
で
予
算

を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

■
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
（
２
施
設
）

■
諏
訪
ノ
平
公
民
館

 

︻
指
定
管
理
者
︼　

諏
訪
ノ

平
町
内
会

 

︻
期
間
︼　

平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で

※
他
の
集
会
施
設
と
終
期
を

合
わ
せ
る
た
め
、
指
定
期

間
を
１
年
間
と
し
ま
し
た
。

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
及
び

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

 

︻
指
定
管
理
者
︼　

財
団
法

人
南
部
町
健
康
増
進
公
社

 

︻
期
間
︼　

平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で

■
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

陳
情

 

︻
陳
情
者
︼　

青
森
県
労
働

組
合
総
連
合　

議
長　

奥

村　

榮　

氏

 

︻
陳
情
の
趣
旨
︼　

特
定
秘

密
保
護
法
は
、
恣
意
的
に

「
特
定
秘
密
」
と
指
定
さ

れ
、
何
が
秘
密
か
も
秘
密

で
、
秘
密
に
近
づ
け
ば
一

般
国
民
や
報
道
機
関
ま
で

も
が
処
罰
さ
れ
る
た
め
、

国
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ

る
。
国
に
対
し
撤
廃
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
総
務
企
画
常
任
委
員
会
に

付
託
、継
続
審
査
と
し
た
。

なんぶ議会だより

平
成
26
年
度
各
会
計
予
算

に
反
対
す
る
討
論

（
立
花
寛
子
議
員
）

選
　
挙

陳
　
情

そ
の
他

予
　
算

諏訪ノ平公民館（玉掛字諏訪ノ平）
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■
平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

【
問
】　

大
雪
の
際
、
業

者
等
が
優
先
的
に
重

機
を
借
り
ら
れ
る
よ

う
、
リ
ー
ス
会
社
と

協
定
を
結
ぶ
考
え
は
。

　
　

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー

を
所
有
す
る
農
家
と

除
雪
出
動
の
協
定
を

結
ぶ
考
え
は
。

　
（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　

町

は
確
実
な
確
保
を
目
指

し
、
夏
に
６
台
の
重
機

を
除
雪
用
に
リ
ー
ス
契

約
す
る
が
、
台
数
を
増

や
し
た
場
合
、
冬
場
に

効
率
よ
く
稼
働
す
る
か

検
討
し
た
い
。

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
の

除
雪
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
考
え
て
い
る
た

め
、
自
治
会
と
協
議
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

【
問
】　

旧
南
部
中
学
校

裏
の
町
道
拡
幅
が
進

ま
な
い
の
は
、
土
地

の
買
収
が
進
ま
な
い

か
ら
か
。

（
馬
場
又
彦
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　

用

地
買
収
は
ま
だ
５
名
と

交
渉
中
で
あ
る
が
、
計

画
通
り
工
事
を
進
め
て

い
る
。

■
医
師
修
学
資
金
貸
付
条

例
の
制
定

【
問
】　

町
立
病
院
で
は
、

最
低
で
も
７
名
の
医

師
を
確
保
し
た
い
と

聞
く
が
、
こ
の
奨
学
金

制
度
の
み
で
十
分
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
名
川
病
院
事
務
長
答
弁
】

　

医
師
は
卒
業
後
も

臨
床
研
修
や
大
学
院
で

の
研
究
も
あ
り
、
研
修

等
終
了
後
に
教
室
の
教

授
等
に
、
当
町
の
病
院

に
来
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

【
町
長
答
弁
】　

医
師
確

保
は
本
当
に
大
変
だ

と
い
う
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

地
域
医
療
を
守
る

た
め
、
今
回
提
案
し
た

条
例
制
定
も
含
め
て
、

今
後
も
努
め
た
い
。

■
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備

【
問
】　

消
費
税
等
に
関

し
て
は
自
治
体
の
裁
量

で
課
税
し
な
く
て
も
良

い
と
聞
く
が
、
税
率
引

き
上
げ
を
行
わ
な
い
考

え
は
。（

立
花
寛
子
議
員
）

【
財
政
課
長
答
弁
】　

政

策
判
断
で
課
税
し
な

い
自
治
体
も
あ
り
、
当

町
も
給
食
費
に
は
転

嫁
し
な
い
。

　
　

た
だ
し
、
施
設
使
用

料
等
の
場
合
、
転
嫁
し

な
い
部
分
を
町
民
全
体

が
負
担
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
使
用
し
た
人

が
負
担
す
る
と
い
う
考

え
の
も
と
、
税
を
転
嫁

し
た
い
。

　
　

今
後
、
消
費
税
等
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
見
通
し
だ
が
、
同
様

に
対
応
し
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
歳
入
）

【
問
】　

県
の
資
料
で
は
、

当
町
の
差
押
え
件
数
は

三
戸
郡
内
で
飛
び
ぬ
け

て
多
い
が
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

【
税
務
課
長
答
弁
】　

滞

納
し
た
方
に
は
、再
三
、

通
知
・
連
絡
を
す
る
が
、

呼
び
掛
け
に
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
方
や
滞
納

額
が
大
き
い
方
は
県
の

滞
納
整
理
機
構
に
引
き

継
ぐ
。

　
　

差
し
押
さ
え
に
つ
い

て
は
、
県
の
滞
納
整
理

機
構
が
行
う
。

【
問
】　

貴
重
な
財
源
で

あ
る
原
燃
サ
イ
ク
ル
の

交
付
金
が
東
日
本
大
震

災
以
来
、
一
時
中
断
さ

れ
た
と
思
う
が
、
見
通

し
は
。（

工
藤
久
夫
議
員
）

【
企
画
調
整
課
長
答
弁
】

県
は
、
電
気
事
業
者
か

ら
の
寄
付
で
基
金
を
創

設
し
て
お
り
、
減
額
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
が

平
成
26
年
度
以
降
も
交

付
さ
れ
る
予
定
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　

三
戸
葬
祭
場
は

１
基
し
か
動
か
な
い
状

況
で
不
便
で
あ
る
。

　
　

当
町
を
含
む
三
戸
地

区
の
課
題
だ
が
、建
設
・

移
設
す
る
予
定
は
あ
る

か
。（

八
木
田
憲
司
議
員
）

【
財
政
課
長
答
弁
】　

三

戸
葬
祭
場
は
老
朽
化
に

よ
る
改
修
を
し
た
経
緯

も
あ
る
が
、
新
設
す
る

べ
き
と
す
る
意
見
も
出

さ
れ
て
い
る
。

　
　

大
変
、
ご
不
便
を
お

掛
け
し
て
い
る
た
め
、

過
疎
債
の
使
い
み
ち
と

し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

近
い
将
来
建
て
た
い
と

構
成
町
で
は
協
議
さ
れ

て
い
る
。

◉ 
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

医療・健康センターに関する議員内覧会の様子
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　◉  議案に対する主な質疑（本会議・予算特別委員会）

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
総
務
費
）

【
問
】　

大
規
模
、
突
発

的
な
災
害
を
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
予
測
す
る

た
め
、
町
の
災
害
予

測
を
民
間
委
託
す
る

な
ど
手
段
は
な
い
か
。

（
中
村
善
一
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

現

在
は
、
県
の
防
災
課
か

ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
注
意
報
な
ど
随
時
連

絡
を
受
け
る
。

　
　

民
間
企
業
で
は
独
自

に
業
者
委
託
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
自
治
体
で

は
気
象
庁
の
情
報
を
活

用
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
民
生
費
）

【
問
】　

福
地
不
燃
物
処

理
場
の
閉
鎖
は
、
平
成

26
年
度
で
事
業
完
了

の
目
途
が
立
つ
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
住
民
生
活
課
長
答
弁
】

　

福
地
不
燃
物
処
理

場
は
平
成
25
年
度
か

ら
５
カ
年
計
画
で
適

正
閉
鎖
す
る
こ
と
で

進
め
て
お
り
、
平
成
26

年
度
に
は
閉
鎖
基
本

計
画
が
決
ま
り
、
実
施

設
計
を
業
務
委
託
す

る
こ
と
と
な
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
消
防
費
）

【
問
】　

消
防
費
に
は
団

員
報
酬
の
み
計
上
す

る
が
、
大
型
車
両
な
ど

を
動
か
す
免
許
取
得

へ
の
費
用
補
助
は
考

え
な
い
の
か
。

（
根
市
勲
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

免

許
制
度
が
変
わ
り
、
中

型
免
許
も
あ
る
。

　
　

タ
ン
ク
車
な
ど
８
㌧

を
超
え
る
車
両
が
あ
る

が
、
免
許
は
個
人
の
も

の
で
あ
る
た
め
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一

般
会
計
、
教
育
費
）

【
問
】　

給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
一
昨
年
も
ボ
イ

ラ
ー
が
壊
れ
て
い
る
。

　
　

設
計
業
者
は
一
生

懸
命
設
計
し
た
と
思

う
が
、
行
政
側
の
設
計

監
理
と
し
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
へ
の
依
頼
や

資
格
保
有
者
の
配
置

が
必
要
と
考
え
る
が
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

専

門
職
員
と
し
て
１
級

建
築
士
の
資
格
保
有

者
を
募
集
し
た
が
、
応

募
が
な
か
っ
た
。

　
　

今
後
、
嘱
託
な
ど
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

【
問
】　

南
部
幼
稚
園
の

休
園
は
、
地
元
と
し
て

は
大
変
残
念
で
あ
る

が
、
今
後
は
廃
園
と
な

る
の
か
。

（
沼
畑
俊
一
議
員
）

【
学
務
課
長
答
弁
】　

平

成
26
年
度
の
入
園
募

集
を
し
た
と
こ
ろ
、
10

人
未
満
の
申
し
込
み

と
な
っ
た
た
め
休
園

と
し
た
。

　
　

子
ど
も
の
数
が
減
っ 

て
い
る
た
め
、
小
中
学

校
も
含
め
、
統
廃
合
な

ど
を
早
期
に
検
討
し
、

地
域
の
方
々
と
話
し

合
っ
て
進
め
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
介

護
保
険
特
別
会
計
）

【
問
】　

高
齢
化
で
介
護

施
設
等
の
利
用
者
が

増
え
る
の
は
や
む
を

得
な
い
が
、
重
症
化
を

防
ぐ
の
が
大
切
だ
と

考
え
る
。
町
の
見
解
や

取
り
組
み
は
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　

介
護
予
防
事
業
は
認

知
症
を
含
め
、
日
常
的

に
人
と
交
わ
る
こ
と
が

有
効
で
、
地
域
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
い
。

　
　

地
域
の
つ
な
が
り
が

薄
く
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
の
方
が
重
症
化
す
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
町

内
会
等
の
協
力
に
よ

り
、
月
に
何
度
か
集
会

所
等
へ
集
ま
る
事
業
を

実
施
し
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
町

営
地
方
卸
売
市
場
特

別
会
計
）

【
問
】　

農
家
の
利
便
性

と
市
場
の
売
り
上
げ

向
上
の
た
め
、
積
極
的

に
集
荷
す
る
考
え
は
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
市
場
長
答
弁
】　

常
時

で
は
な
い
が
２
台
体

制
で
集
荷
し
て
い
る
。

　
　

市
場
で
の
荷
降
ろ

し
を
手
伝
う
な
ど
、
利

便
性
と
信
頼
確
保
に

努
め
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
介

護
老
人
保
健
施
設
特

別
会
計
）

【
問
】　

老
健
な
ん
ぶ
は
、

リ
ハ
ビ
リ
を
通
し
て

社
会
復
帰
を
図
る
施

設
と
理
解
す
る
。

　
　

入
所
者
の
入
院
等

で
空
室
が
増
え
、
利
用

料
収
入
が
減
る
と
の

説
明
だ
が
、
本
来
の
方

針
と
し
て
適
正
か
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

【
老
健
な
ん
ぶ
事
務
長
答

弁
】　

老
健
施
設
は
、

リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
、
自

宅
で
の
生
活
に
戻
っ
て

い
た
だ
く
の
が
基
本
で

あ
る
。

　
　

し
か
し
、
介
護
度
が

４
、５
の
方
の
入
所
が

80
％
近
い
た
め
、
老
健

か
ら
病
院
、
病
院
か
ら

老
健
と
い
う
現
状
で

あ
る
。

　
　

経
費
節
減
に
努
め
た

い
。

なんぶ議会だより

介護老人保健施設　老健なんぶ
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

地
方
の
少
子
高
齢

化
が
急
激
に
進
む
予
測
が
あ

り
、
企
業
誘
致
や
移
住
・
定

住
対
策
、
子
育
て
事
業
の
充

実
で
、
首
都
圏
へ
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
施
策
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
は
町
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。

町
長
答
弁　

全
国
的
な
人
口

減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
特
に

地
方
の
割
合
は
大
き
い
と
予

想
さ
れ
、
人
口
減
少
の
要
因

と
し
て
、
子
育
て
世
代
な
ど

若
者
の
都
市
部
流
出
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
未
婚
化
や
晩
婚

化
、
子
育
て
費
用
の
上
昇
に

よ
る
少
子
化
も
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

　

町
で
は
、
奨
学
金
貸
付
制

度
で
、
卒
業
後
10
年
以
上
町

に
居
住
し
た
場
合
、
２
分
の

１
を
免
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
ほ
か
、
新
規
就
農
者
支

援
事
業
や
広
域
連
携
で
の
企

業
誘
致
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し

て
学
童
保
育
の
時
間
延
長
や

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
、
生
活
支
援
と

し
て
の
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
事
業
な
ど
各
種

施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
む
こ
と
で
、
労
働
生
産

性
が
低
下
す
る
ほ
か
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
相
互
扶

助
に
よ
る
社
会
保
障
シ
ス
テ

ム
の
維
持
に
支
障
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
住

み
続
け
た
い
」
が
51
・
９
％

で
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住

み
続
け
た
い
」
が
31
・
７
％
、

合
わ
せ
て
83
・
６
％
の
方
か

ら
町
に
住
み
続
け
た
い
と
お

答
え
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
、
元
気

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

質　

問　

相
内
町
内
全
域
の

道
路
は
道
幅
が
狭
く
、
入
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
国
道
４

号
と
の
接
続
が
困
難
で
あ

る
。

　

高
齢
化
時
代
に
は
不
適
切

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
改

善
を
求
め
る
。

町
長
答
弁　

町
道
は
整
備
計

画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て

お
り
、
主
要
な
道
路
は
町
で

計
画
し
、そ
の
他
の
町
道
は
、

町
内
会
の
要
望
を
受
け
、
優

先
順
位
を
検
討
し
て
順
次
、

実
施
し
て
い
る
。

　

相
内
地
区
で
は
、
上
沢
３

号
線
改
良
舗
装
工
事
、内
田
・

沢
構
線
舗
装
工
事
、
上
沢
・

五
戸
線
舗
装
工
事
、
そ
の
他

維
持
工
事
等
を
実
施
し
て
い

る
が
、
道
幅
が
狭
く
支
障
を

来
し
て
い
る
未
整
備
路
線
も

あ
る
。

　

現
在
、
町
内
会
よ
り
下
在

所
１
号
線
の
要
望
申
請
を
受

け
て
お
り
、
今
後
の
事
業
計

画
と
し
て
い
る
。

　

国
に
要
望
し
た
、
剣
吉
方

面
か
ら
相
内
町
内
に
入
る
右

折
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
、
交

通
の
不
便
が
多
少
、
解
消
さ

れ
た
。

　

地
元
の
方
々
と
お
話
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
下
在
所

１
号
線
は
課
題
が
あ
る
た

め
、
上
沢
・
五
戸
線
の
舗
装

工
事
を
優
先
し
て
実
施
し
、

昨
年
完
成
し
て
い
る
。

　

要
望
道
路
の
整
備
は
、
し

っ
か
り
と
予
算
化
し
、
補
助

事
業
の
対
象
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
が
、
必
要
な
道
路
整
備

も
あ
る
た
め
、
地
域
バ
ラ
ン

ス
や
重
要
性
を
考
え
て
、
取

り
組
み
た
い
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

町
の
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
政
策
を

町
道
の
改
善
を

工藤  幸子  議員

要望により国道４号に整備された、相内町内への右折レーン
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

八
戸
市
出
身
者
寄

稿
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

関
す
る
新
聞
記
事
で
は
、
お

礼
特
典
の
過
熱
ぶ
り
を
指
摘

し
な
が
ら
も
、
大
都
市
圏
に

住
む
若
者
の
ふ
る
さ
と
に
対

す
る
思
い
は
強
く
、
意
義
は

大
き
い
と
紹
介
し
た
。

　

町
の
活
性
化
は
、
基
幹
産

業
の
農
業
が
元
気
に
な
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

は
、
平
成
24
年
度
で
８
件
の

約
１
３
２
万
円
、
特
典
と
し

て
特
産
品
等
を
送
る
予
定
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
大
消

費
地
に
町
の
農
産
物
や
情
報

を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
は
表
の
と
お
り

で
、
現
在
は
、
受
領
証
明
書

と
と
も
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

質　

問　

生
活
困
窮
世
帯
に

対
し
て
灯
油
代
の
助
成
を
実

施
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
平
成
19
年
度
に

原
油
価
格
が
急
激
に
高
騰

し
、
県
の
補
助
を
活
用
し
た

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業

を
実
施
し
た
が
、
そ
れ
以
降

は
県
も
町
も
実
施
し
て
い
な

い
。

　

県
内
２
町
が
単
独
で
実
施

す
る
報
道
が
あ
っ
た
が
、
当

町
は
県
の
動
向
を
注
視
し
た

い
と
考
え
る
。

　

当
町
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
の
補
助
金
を
平

成
26
年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
て
い
る
た
め
、
国
の
臨
時

福
祉
給
付
金
と
合
わ
せ
て
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

ト
、
町
広
報
紙
、
礼
状
を
送

り
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い

る
。

　

県
内
40
市
町
村
中
、
特
産

品
な
ど
の
特
典
が
あ
る
の
は

21
市
町
村
で
、
対
応
が
分
か

れ
て
い
る
。

　

新
聞
記
事
で
は
、「
特
典
を

選
ぶ
楽
し
み
が
優
先
さ
れ
、

地
域
格
差
・
税
収
格
差
の
是

正
や
地
域
活
性
化
な
ど
、
本

来
の
趣
旨
か
ら
か
け
離
れ
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
仮
に
３
万
円
を

寄
付
し
た
場
合
、
寄
付
者
の

所
得
に
よ
る
が
、
適
用
限
度

額
が
２
千
円
を
超
え
た
場

合
、
２
万
８
千
円
が
所
得
税

と
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
、

高
額
な
特
典
を
受
け
取
っ
た

場
合
、
結
果
と
し
て
寄
付
額

を
超
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
生

じ
、
特
典
目
当
て
と
な
る
こ

と
を
指
摘
し
た
も
の
。

　

こ
の
た
め
、
当
町
で
は
特

典
を
送
ら
ず
に
き
た
。

質　

問　

健
康
診
断
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
工
夫
が
必

要
と
考
え
、
次
の
こ
と
を
問

う
。

①
健
康
教
室
の
実
施
状
況
。

②
健
診
結
果
通
知
書
を
病
気

の
因
果
関
係
が
わ
か
る
表
に

す
る
考
え
。
③
眼
底
検
査
を

定
期
健
診
の
項
目
に
追
加
す

る
考
え
。

町
長
答
弁
　
健
診
の
受
診
率

向
上
は
、
医
療
費
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
た
め
、
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

受
診
し
や
す
い
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
日
曜
日
を

含
む
集
団
健
診
の
実
施
や
子

宮
が
ん
検
診
を
三
八
管
内
の

医
療
機
関
で
受
診
可
能
と
す

る
な
ど
、
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。

　

町
の
受
診
率
は
、
平
成
24

年
度
の
県
平
均
が
29
・
９
％

に
対
し
、
44
・
７
％
で
あ
る

が
、
今
後
も
向
上
を
図
り
た

い
。

　

一
方
で
、「
地
元
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
効
果
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
側
面
も
あ
る
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
は
、
達
者
村
認
証
産

品
な
ど
農
産
加
工
が
盛
ん

で
、
普
及
促
進
や
販
路
拡
大

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
町

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

　

寄
付
以
上
の
特
典
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
が
、
関

係
団
体
と
相
談
し
、
Ｐ
Ｒ
戦

略
の
一
つ
と
捉
え
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

健
康
福
祉
課
長
答
弁　

①
地

区
健
康
教
室
は
医
師
や
健
康

運
動
指
導
士
、
栄
養
士
、
保

健
師
な
ど
多
職
種
で
実
施

し
、
平
成
24
年
度
は
25
回
の

教
室
に
、
述
べ
７
９
６
人
が

参
加
し
た
。

②
現
在
、
健
診
結
果
票
の
裏

面
に
検
査
項
目
の
基
準
値
と

疑
わ
れ
る
病
気
を
記
載
し
、

異
常
の
有
無
と
と
も
に
関
係

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
同

封
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
わ
か
り
や
す
い

通
知
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

進
め
た
い
。

③
眼
底
検
査
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
定
期
健
診
で
は
な

く
、
医
師
の
判
断
に
よ
る
検

査
項
目
と
な
り
、
代
わ
り
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
が
定
期
検
査
項
目
に

追
加
さ
れ
た
。

　

疾
病
構
造
の
変
化
に
応
じ

て
項
目
を
変
更
す
る
な
ど
、

医
師
と
の
相
談
に
よ
り
随

時
、
検
討
し
た
い
。

南部町のふるさと納税実績

年度 人数 金額

H22 ４人 118万円

H23 ５人 128万円

H24 ８人 132万円

町
の
農
業
振
興
策
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る

健
康
診
断
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
工
夫

福
祉
灯
油
の

実
施
は

なんぶ議会だより

中村  善一  議員

立花  寛子  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

政
府
は
昨
年
12
月

に
40
年
以
上
続
い
た
減
反
政

策
の
廃
止
や
10
年
間
で
農
地

を
大
規
模
農
家
に
集
約
す
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ｢

農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン｣

を
発
表
し
た
。

　

町
の
対
応
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
質
問
す
る
。

①｢

日
本
型
直
接
支
払
い
制

度｣

の
内
容
。
②
県
に
設
置

さ
れ
る
「
農
地
中
間
管
理
機

構
」
の
内
容
。
③
国
が
推
奨

す
る
飼
料
用
米
の
種
子
確
保

や
貯
蔵
、
流
通
体
制
へ
の
対

策
。
④
コ
メ
生
産
組
合
に
対

す
る
コ
ン
バ
イ
ン
等
導
入
助

成
の
検
討
、
実
施
。

町
長
答
弁
　
国
は
、
農
業
政

策
と
地
域
政
策
を
両
輪
と
し

て
推
進
し
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
た
課
題
解
決
に
向

け
、
４
つ
の
改
革
に
取
り
組

む
と
発
表
し
た
。

　

三
八
上
北
の
市
町
村
長
を

質　

問　

新
聞
報
道
に
40
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
現
役
世
代

が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
が

平
成
26
年
度
は
５
千
円
を
超

え
る
見
通
し
で
、
30
年
後
に

は
１
万
円
を
超
え
る
と
の
記

事
が
載
っ
て
い
た
。

　

当
町
の
高
齢
化
率
は
、
県

内
平
均
よ
り
進
行
が
早
い
と

思
わ
れ
、
他
自
治
体
に
先
駆

け
て
介
護
予
防
や
健
康
寿
命

を
延
ば
す
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
、町
の
見
解
は
。

町
長
答
弁
　
３
年
間
を
１
つ

の
計
画
期
間
と
す
る
介
護
保

険
制
度
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
、
現
在
は
平
成

26
年
度
ま
で
の
第
５
期
計
画

が
進
行
中
で
あ
る
。

　

保
険
料
は
、
公
費
負
担
が

50
％
で
、
残
り
の
50
％
を

現
在
は
、
65
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
が
21
％
、
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
２

号
被
保
険
者
が
29
％
の
割

対
象
と
し
た
、
東
北
農
政
局

主
催
の
説
明
会
で
は
、「
詳

し
い
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
意
見
が
大
半
を
占

め
た
。

　

詳
細
が
は
っ
き
り
し
な
い

部
分
が
多
い
状
況
で
の
答
弁

と
な
る
が
ご
理
解
願
い
た
い
。

①
現
在
、
地
域
に
よ
る
農
地

環
境
や
水
等
資
源
の
保
全
・

向
上
を
目
指
し
「
農
地
・
水

環
境
保
全
管
理
支
払
交
付

金
」
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
交
付
対
象
と
な
る
、

共
同
活
動
（
町
内
18
地
区
）

と
向
上
活
動（
町
内
６
地
区
）

を
組
み
換
え
、名
称
変
更
し
、

新
た
な
交
付
金
を
創
設
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

②
国
は
、
都
道
府
県
ご
と
に

１
つ
の
農
地
中
間
管
理
機
構

を
整
備
し
、
業
務
の
一
部
を

市
町
村
に
委
託
し
て
、
分
散

農
地
の
整
理
、
担
い
手
ご
と

の
集
積
と
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
解
消
等
を
推
進
す
る
。

合
で
負
担
し
て
い
る
。

　

平
成
12
年
度
と
平
成
22

年
度
の
比
較
で
は
、
人
口
は

第
１
号
被
保
険
者
が
11
％

増
加
、
第
２
号
被
保
険
者
は

９
・
４
％
減
少
し
、
介
護
給

付
費
は
71
％
増
加
し
た
。

　

当
町
は
、
三
戸
郡
内
の
４

割
の
施
設
を
有
す
る
な
ど
充

実
し
て
お
り
、
活
用
に
よ
り

保
険
料
が
上
が
る
流
れ
で
、

人
口
の
増
え
な
い
第
２
号
被

保
険
者
１
人
あ
た
り
の
保
険

料
は
増
加
し
て
い
る
。

　

第
５
期
の
保
険
料
は
３
カ

年
平
均
で
計
画
数
値
よ
り

５
・
８
％
増
の
見
込
み
で
、

今
後
も
増
加
の
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
議
員
提
案
の
と

お
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

て
介
護
保
険
料
の
抑
止
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
強
化
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

三
村
知
事
は
県
主
体
の
中

間
管
理
機
構
を
整
備
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
と
話
し
て

い
る
。

③
専
用
種
子
や
貯
蔵
施
設
、

流
通
体
制
は
取
り
組
む
農
家

が
確
保
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

助
成
単
価
は
高
い
が
収
量

や
販
売
単
価
に
リ
ス
ク
が
あ

る
飼
料
用
米
は
、
加
工
用
米

等
で
の
対
応
を
誘
導
す
る
。

　

飼
料
用
米
は
、
当
地
域
で

作
付
け
可
能
な
多
収
性
専
用

品
種
の
確
立
や
作
業
の
効
率

化
な
ど
課
題
が
あ
る
。

④
農
家
の
方
々
か
ら
苦
し
い

現
状
を
伺
っ
て
い
る
。

　

コ
メ
生
産
組
織
等
は
町
で

把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
調

査
の
う
え
、
町
単
独
で
助
成

し
て
い
る
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

要
望
台
数
や
財
政
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
し
た
い
。

質　

問　

政
府
の
農
業
政
策

転
換
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
問
う
。

①
飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
と

需
給
者
側
へ
の
安
定
供
給
対

策
。
②
農
地
中
間
管
理
機
構

に
つ
い
て
。
③
町
内
の
稲
作

農
家
全
体
の
所
得
確
保
の
具

体
策
。
④
ほ
場
整
備
事
業
、

農
村
整
備
事
業
へ
の
影
響
。

⑤
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
よ
る
影
響

の
有
無
。
⑥
町
の
政
策
の
進

め
方
。

町
長
答
弁
　
川
井
議
員
の
質

問
と
重
複
す
る
た
め
割
愛
す

る
が
、
東
北
農
政
局
長
と
の

意
見
交
換
会
で
、「
制
度
が

変
わ
る
と
農
業
者
が
困
惑
す

る
」
と
発
言
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
、
大
き
な

変
化
の
年
と
な
っ
て
く
る
。

　

県
に
お
い
て
も
、
詳
細
を

具
体
的
に
答
え
ら
れ
る
状
況

で
は
な
い
た
め
、
情
報
収
集

を
し
な
が
ら
、
住
民
に
対
し

て
し
っ
か
り
と
周
知
し
て
取

り
組
み
た
い
。

減
反
政
策
廃
止
、農
地
集
約
。

『
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

 

プ
ラ
ン
』に
対
す
る
町
の
対
応
。

介
護
保
険
料
の
現
状
と

今
後
の
見
通
し
は

減
反
廃
止
な
ど

政
策
転
換

川井  健雄  議員

工藤  久夫  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

工
藤
町
長
が
町
政

を
担
う
責
任
者
と
し
て
３
期

目
を
迎
え
ら
れ
、
大
変
期
待

し
て
い
る
が
、
政
策
論
争
の

機
会
が
無
い
無
競
争
当
選
で

の
就
任
と
な
っ
た
た
め
、
改

め
て
町
の
目
指
す
方
向
性
と

課
題
を
問
う
。

①
町
長
３
期
目
の
就
任
に
あ

た
り
、
南
部
町
の
目
指
す
方

向
性
と
取
り
組
む
べ
き
課
題

に
つ
い
て
。
②
馬
淵
川
の
治

水
対
策
の
重
点
項
目
に
対
す

る
国
・
県
と
町
の
認
識
の
問

題
点
に
つ
い
て
。
③
少
子
化

対
策
、
高
齢
者
対
策
と
し
て

町
営
住
宅
政
策
を
検
討
・
改

善
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
今
回
、
前
回
と

結
果
的
に
無
投
票
当
選
と
な

っ
た
が
、
常
に
公
約
を
具
体

的
に
掲
げ
、
町
職
員
に
も
伝

え
て
い
る
。

　

ま
ず
、
馬
淵
川
の
水
害
対

策
と
住
民
と
の
意
見
交
換
に

重
ね
て
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
開
設
さ
れ

る
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
の
包

括
ケ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
を

県
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
推

進
し
た
い
。

　

合
併
10
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
の
４
年
間
は
、
地

区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
、
町
全
体
と
し
て
の
事

業
展
開
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

計
画
的
・
効
率
的
財
政
運

営
の
も
と
、
成
果
や
進
捗
状

況
を
評
価
・
検
証
し
な
が
ら
、

町
民
が
夢
や
希
望
を
持
て
る

町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

①
昨
年
度
策
定
し
た
南
部
町

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
は
、
町
が
目
指
す
将
来
像

や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、

目
標
と
す
る
指
標
な
ど
６
つ

の
基
本
方
向
を
定
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
保
健
・
医
療
・

福
祉
」「
達
者
村
」「
協
働
参

画
」
の
３
つ
を
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上
げ
、

継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
。

②
馬
淵
川
河
川
整
備
で
は
議

会
の
協
力
も
い
た
だ
い
て
要

望
活
動
を
し
、
県
・
国
も
以

前
に
増
し
て
真
剣
に
考
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

　

現
在
の
計
画
・
工
事
を
早

急
に
進
め
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
堤
防
の
嵩
上
げ
を
含
め

た
整
備
を
国
の
直
轄
管
理
で

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今

後
も
強
く
要
望
し
た
い
。

③
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
若
者
の
定
住
促

進
に
対
す
る
支
援
、
用
地
確

保
等
々
を
進
め
た
い
と
考
え

る
。

　

町
営
住
宅
は
、
平
成
24
年

度
末
で
15
団
地
４
１
２
戸
整

備
し
て
い
る
。

　

苫
米
地
駅
前
団
地
が
完
成

し
、
現
在
は
高
齢
者
、
障
害

者
を
考
慮
し
た
ひ
ろ
ば
台
団

地
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
南
部
地
区
の
町

営
住
宅
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

質　

問　

各
会
計
の
不
納
欠

損
額
は
納
税
者
全
員
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
。

　

収
入
未
済
額
を
発
生
さ
せ

な
い
取
り
組
み
や
不
納
欠
損

額
処
理
後
の
対
象
者
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
問
う
。

町
長
答
弁
　
町
は
自
主
納
税

の
推
進
を
基
本
と
し
、公
平
・

公
正
な
税
収
入
の
確
保
に
向

け
、
効
率
的
な
滞
納
整
理
に

努
め
て
い
る
。

　

特
別
徴
収
の
働
き
か
け
や

口
座
振
替
制
度
の
利
用
も
勧

奨
し
て
い
る
。

　

不
納
欠
損
は
、
生
活
困
窮

や
無
財
産
、
行
方
不
明
な
ど

の
理
由
で
、
調
査
の
結
果
、

法
に
基
づ
き
や
む
を
得
ず
処

理
さ
れ
て
い
る
。

　

県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
と
連
携
し
厳
正
か
つ
慎
重

に
収
納
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

質　

問　

各
学
校
に
お
け
る

教
科
専
門
教
師
配
置
の
状
況

と
課
題
、
県
内
唯
一
の
「
教

科
セ
ン
タ
ー
方
式
」
で
あ
る

名
川
中
学
校
の
現
状
と
今
後

の
町
の
教
育
に
つ
い
て
問

う
。

教
育
長
答
弁
　
中
学
校
は
教

科
ご
と
の
免
許
状
が
必
要

で
、
各
学
校
の
教
員
数
は
、

学
級
数
を
基
準
と
す
る
配
置

基
準
で
算
出
さ
れ
、
教
科
専

門
教
員
が
配
置
さ
れ
な
い
場

合
、
特
例
措
置
で
免
許
状
を

有
し
な
い
教
員
が
指
導
で
き

る
。

　

平
成
25
年
度
は
、
南
部
中

学
校
を
除
く
３
中
学
校
で
、

９
人
の
教
員
が
特
例
措
置
を

利
用
し
て
い
る
。

　

教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
と

は
、
生
徒
が
教
科
ご
と
に
教

室
を
移
動
し
、
授
業
を
受
け

る
学
習
形
態
で
あ
る
。

　

教
科
の
教
室
近
く
に
教

材
・
資
料
が
配
置
さ
れ
、
休

み
時
間
も
職
員
室
で
は
な
く

教
科
の
教
室
に
専
門
教
員
が

居
て
相
談
に
の
る
。

　

今
後
も
、
学
校
の
あ
る
べ

き
姿
を
求
め
、
未
来
に
つ
な

が
る
教
育
の
充
実
に
努
め
た

い
。

町
政
運
営
と
重
要
政
策
の

具
体
的
な
取
り
組
み

税
金
の
未
収
入

教
育
の
充
実

南部町総合振興計画後期基本計画
６つの基本方向

1 産業振興で活力と交流に満ちた
まち

2 保健、医療、福祉が充実して安全・
安心・快適に暮らせるまち

3 環境と共生して幸せを実感できる
まち

4 明日を担う人を育て一人ひとりの
個性を活かすまち

5 協働と参画により町民が主役に
なるまち

6 計画的・効率的な行財政運営を
目指すまち

なんぶ議会だより

中舘  文雄  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

馬
淵
川
の
洪
水
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

①
国
は
、
河
川
改
修
の
予
算

を
追
加
配
分
し
た
と
聞
く

が
、
具
体
的
な
計
画
は
提
示

さ
れ
た
の
か
。
②
水
害
に
関

す
る
住
民
懇
談
会
の
意
見
を

要
望
に
反
映
し
た
か
。
③
浸

水
地
区
に
関
す
る
町
条
例
の

状
況
。
④
ふ
れ
あ
い
公
園
で

は
、
フ
ェ
ン
ス
等
が
水
の
流

れ
を
悪
く
す
る
と
指
摘
さ
れ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。
⑤

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
前
の
町

道
の
浸
水
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
①
国
の
予
算
追

加
は
新
聞
や
県
か
ら
の
情
報

で
確
認
し
て
い
る
。

　

現
在
、
床
上
対
策
特
別
緊

急
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
事
業
の
中
の
予
算
配
分

は
県
が
行
い
、
具
体
的
な
提

示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

②
防
災
に
関
す
る
地
域
懇
談

会
だ
が
、昨
年
の
災
害
後
に
、

多
く
の
世
帯
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
３
地
区
で
、
県
職
員

同
席
の
も
と
実
施
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
河
床
掘
削

に
加
え
た
堤
防
の
整
備
や
平

成
27
年
度
の
河
川
改
修
工
事

で
洪
水
が
解
消
さ
れ
る
か
な

ど
、
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
の
意
見
を
踏
ま

え
、
根
気
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。

③
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
、

災
害
危
険
区
域
の
指
定
、
建

築
物
の
制
限
な
ど
必
要
な
事

項
を
定
め
て
い
る
。

④
フ
ェ
ン
ス
や
立
木
に
ご
み

等
が
引
っ
掛
か
り
、
倒
壊
す

る
被
害
は
あ
る
が
、
河
川
改

修
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
と
考

え
る
。

⑤
町
道
虎
渡
・
広
場
線
は
拠

点
施
設
に
通
じ
る
災
害
に
強

い
道
路
と
し
、
交
付
金
事
業

を
活
用
し
て
早
期
に
着
手
し

た
い
。

　

周
辺
に
は
水
田
も
あ
り
、

構
造
に
は
細
心
の
注
意
を
払

う
。

質　

問　

国
・
県
は
農
産
物

の
輸
出
に
力
を
入
れ
る
が
、

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
問
う
。

①
海
外
と
の
交
流
状
況
。
②

海
外
へ
の
農
産
物
の
輸
出
状

況
。
③
海
外
と
姉
妹
都
市
を

結
ぶ
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
①
平
成
25
年
４

月
に
本
職
は
じ
め
町
職
員
、

夏
堀
県
議
、
県
担
当
者
の
５

名
で
、
農
業
が
盛
ん
な
当
町

と
類
似
し
た
地
域
で
あ
る

韓
国
の
イ
ェ
サ
ン
郡
を
訪
問

し
、
今
後
も
相
互
の
交
流
を

推
進
す
る
こ
と
で
合
意
し
て

い
る
。

　

訪
問
後
の
10
月
に
は
、
イ

ェ
サ
ン
リ
ン
ゴ
農
協
視
察
団

37
名
が
当
町
を
訪
れ
、
交
流

を
深
め
た
。

　

今
後
は
、
海
外
の
地
域
と

の
民
間
交
流
に
軸
足
を
置
い

た
国
際
交
流
に
も
力
を
注

ぎ
、
農
業
振
興
の
発
展
に
寄

与
し
た
い
。

②
「
南
部
町
り
ん
ご
台
湾
輸

出
組
合
」
の
実
績
が
あ
り
、

最
近
の
３
カ
年
で
は
、
平
成

25
年
産
が
17
・
６
㌧
、
平
成

24
年
産
が
26
・
５
㌧
、
平
成

23
年
産
が
12
・
１
㌧
で
あ
る
。

③
現
在
で
は
、
農
業
者
や
民

間
団
体
等
が
国
際
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
手

法
で
、
観
光
・
交
流
な
ど
を

通
じ
、
絆
が
深
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

そ
の
延
長
上
に
姉
妹
都

市
、
ま
た
は
友
好
都
市
の
計

画
を
考
え
て
い
る
。

　

特
定
の
都
市
や
時
期
は
議

会
や
学
識
経
験
者
な
ど
の
意

見
を
伺
っ
て
検
討
し
た
い
。

質　

問　

全
国
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
回

の
大
雪
は
、
当
町
で
も
臨
時

休
校
や
職
場
へ
の
遅
刻
な
ど

生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ

り
、
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
果
樹

の
枝
折
れ
な
ど
農
作
業
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

被
害
の
状
況
、
今
後
の
対

応
、
雪
捨
て
場
の
確
保
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

町
長
答
弁　

被
害
の
状
況

は
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

が
３
月
４
日
現
在
で
80
棟
、

被
害
額
は
約
５
千
万
円
で
あ

る
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
災
害

関
連
資
金
の
無
利
子
化
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・
修

繕
へ
の
助
成
、
共
同
利
用
施

設
へ
の
助
成
、
果
樹
の
改
植

へ
の
助
成
、
被
災
農
業
法
人

等
の
雇
用
支
援
を
実
施
す
る

と
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
た
い
。

　

雪
捨
て
場
と
し
て
は
南
部

地
区
す
み
や
の
河
川
公
園
を

指
定
し
て
い
た
が
、
今
回
の

大
雪
に
よ
り
福
地
地
区
は
本

庁
舎
裏
の
旧
福
地
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
名
川
地
区
は
旧

雇
用
促
進
住
宅
の
駐
車
場
を

新
た
に
指
定
し
た
。

国
が
予
算
を
追
加
し
た

馬
淵
川
の
洪
水
対
策
の
方
針

海
外
交
流
と

農
業
振
興

大
雪
の
被
害

状
況
と
対
策

韓国イェサン郡訪問の様子

沼畑  俊 一  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

想
定
外
の
豪
雪

は
、
町
民
生
活
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
と
思
う
。

　

町
に
も
多
く
の
苦
情
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
と
思
う

が
、
対
応
が
で
き
た
の
か
質

問
す
る
。

　

ま
た
、
町
の
指
示
・
命
令

も
混
乱
し
、
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
と
推
察
す
る
が
、
今

後
の
対
策
は
。

町
長
答
弁
　
今
回
の
大
雪
は

30
年
に
一
度
の
異
常
気
象
と

報
道
さ
れ
た
が
、
ま
ず
は
行

政
が
役
割
を
果
た
し
、
水
害

同
様
、
自
助
、
共
助
、
公
助

で
乗
り
切
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
は
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、改
善
し
た
い
。

　

除
雪
は
、
約
３
１
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
町
道
と
歩
道
、

質　

問　

12
月
定
例
会
で

「
外
国
人
に
よ
る
国
保
医
療

費
等
の
不
正
受
給
防
止
の
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
」
質
問

を
し
た
際
に
、
町
条
例
を
補

助
す
る
運
用
規
則
の
整
備
状

況
は
ほ
と
ん
ど
が
未
整
備
と

の
事
で
し
た
。
そ
の
後
、
文

書
整
備
は
ど
の
程
度
進
ん
だ

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
観

点
で
作
成
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁
　
町
は
２
０
６
本

の
条
例
と
１
５
０
本
の
規
則

を
整
備
し
て
い
る
。

　

町
条
例
に
関
連
す
る
施
行

規
則
は
65
本
で
、
施
設
関
係

な
ど
現
時
点
で
必
要
の
な
い

９
本
が
未
整
備
、
残
り
は
法

に
従
い
定
め
て
い
る
。

　

条
例
は
住
民
の
権
利
・
義

務
に
規
制
を
加
え
る
も
の
な

ど
重
要
事
項
を
議
会
の
決
定

を
受
け
て
定
め
、
規
則
は
条

例
の
補
助
や
町
の
権
限
に
属

公
共
施
設
の
駐
車
場
な
ど
45

台
の
除
雪
車
が
フ
ル
稼
働
し

た
が
、
通
常
の
３
倍
も
時
間

を
要
し
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
た
。

　

予
算
を
気
に
せ
ず
除
雪
す

る
よ
う
指
示
し
た
が
、
雪
捨

て
場
や
ロ
ー
タ
リ
ー
車
が
無

い
た
め
、
除
雪
車
が
走
る
た

び
に
、
道
幅
が
狭
く
な
る
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
予
算
は

か
か
る
が
ロ
ー
タ
リ
ー
車
の

購
入
も
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
た
。

　

国
道
、
県
道
問
わ
ず
、
苦

情
は
町
に
寄
せ
ら
れ
、
町
管

理
の
町
道
を
除
雪
し
な
が

ら
、
国
や
県
に
連
絡
す
る
な

ど
、
３
管
理
区
間
に
関
わ
っ

て
職
員
も
業
者
さ
ん
も
動
い

て
い
る
こ
と
も
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　

職
員
体
制
は
、
必
要
最
小

限
を
参
集
さ
せ
る
体
制
も
必

要
だ
っ
た
と
考
え
、
原
則
は

勤
務
先
だ
が
、
徒
歩
で
自
宅

す
る
事
務
な
ど
を
定
め
る
。

健
康
福
祉
課
長
答
弁　

先
の

定
例
会
一
般
質
問
で
、
外
国

人
被
保
険
者
に
係
る
資
格
喪

失
処
理
に
つ
い
て
福
岡
県
行

橋
市
の
方
式
を
ご
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
行
橋
市
に
連
絡

し
、
平
成
25
年
12
月
16
日
、

南
部
町
訓
令
第
37
号
に
よ

り
、
事
務
処
理
要
領
を
定
め

て
い
る
。

質　

問　

歴
史
的
財
産
や
史

実
は
町
の
財
産
だ
が
、
そ
の

正
当
性
は
発
信
者
や
マ
ス
コ

ミ
等
に
誘
導
さ
れ
て
固
定
化

し
て
い
る
項
目
も
見
受
け
ら

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
学
会
に
お
け
る

発
表
を
提
案
す
る
が
、
町
の

考
え
は
。

最
寄
り
の
庁
舎
に
登
庁
で
き

る
よ
う
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

修
正
中
で
あ
る
。

　

一
方
、
消
防
団
は
屯
所
前

や
消
火
栓
等
の
除
雪
、
要
援

護
者
世
帯
の
巡
回
な
ど
対
応

い
た
だ
い
た
。

　

除
雪
が
進
ま
ず
、
消
防
車

が
火
災
現
場
に
到
着
で
き
な

い
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た

が
、
火
災
が
発
生
し
て
い
れ

ば
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。

　

緊
急
車
両
の
ル
ー
ト
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
所

確
保
も
含
め
、町
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
各
課
等

に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
、

対
応
し
た
い
。

教
育
長
答
弁
　
当
町
は
南
部

氏
の
本
拠
地
が
あ
っ
た
国
指

定
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
な
ど
全

域
に
28
カ
所
の
歴
史
的
文
化

遺
産
が
あ
る
。　

　

平
成
25
年
度
に
は
東
京
、

北
海
道
な
ど
県
内
外
か
ら

４
０
０
名
が
参
加
し
た
南
部

学
研
究
会
と
テ
ー
マ
ご
と
に

年
間
７
４
０
名
が
参
加
し
た

南
部
ふ
る
さ
と
塾
の
２
つ
の

学
習
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

平
成
26
年
度
も
町
広
報
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、

ラ
ジ
オ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
継

続
実
施
す
る
。

　

学
会
は
、
県
内
に
２
つ
、

東
京
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
宮

城
、
岩
手
な
ど
あ
る
が
、
要

望
通
り
発
表
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
機
会
を
見
て
学

会
に
参
加
し
、
正
確
な
情
報

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
更
な

る
調
査
研
究
と
情
報
発
信
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

歴
史
・
史
実
の

学
会
発
表

想
定
外
の
豪
雪
を
経
験
し

今
後
に
生
か
す
対
策
は

条
例
の
運
用
規
則
を

活
用
し
た
事
務
事
業

なんぶ議会だより

除雪用ロータリー車

根市  勲  議員

川守田  稔  議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
が
当
初
の
予
定
よ
り

早
ま
り
、
平
成
26
年
度
に
は

町
全
域
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
が
高
速
化
さ
れ
る
。

　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
で

の
協
議
内
容
を
含
め
、
整
備

後
の
活
用
予
定
を
問
う
。

町
長
答
弁
　
町
で
は
、
馬
淵

川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
に
備

え
、
三
戸
駅
前
地
区
の
す
み

や
橋
周
辺
と
大
向
・
門
前
地

区
の
古
牧
橋
周
辺
、
如
来
堂

川
の
青
柳
周
辺
の
３
カ
所
に

河
川
監
視
用
の
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
住
民
の
方
々

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を

通
じ
て
河
川
の
状
況
が
確
認

で
き
る
よ
う
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

当
初
、
平
成
28
年
度
ま
で

の
整
備
予
定
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

の
交
渉
に
よ
り
早
く
進
み
、

更
な
る
活
用
方
法
は
今
後
協

議
す
る
。

　

近
隣
市
町
村
で
は
、
平
成

21
年
度
に
田
子
町
、
平
成
22

年
度
に
八
戸
市
、
五
戸
町
、

新
郷
村
及
び
お
い
ら
せ
町
、

平
成
24
年
度
に
三
戸
町
が
整

備
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
難
視
対
策
や
議
会
中
継
、

津
波
の
沿
岸
監
視
な
ど
に
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
研
究
会
で

は
、
構
成
市
町
村
内
で
住
民

情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
を
共
同

管
理
す
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
大

き
な
災
害
で
デ
ー
タ
等
が
使

え
な
く
な
る
危
険
を
回
避
す

る
も
の
で
、
県
も
導
入
を
呼

び
掛
け
た
い
と
し
て
い
る
。

質　

問　

平
成
20
年
度
か
ら

５
年
間
の
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
第
１
期
計
画
の
結

果
を
問
う
。

①
原
因
別
死
亡
数
の
推
移
。

う
ち
、
早
世
（
65
歳
未
満
）

の
推
移
と
年
代
別
状
況
、
原

因
別
状
況
。
②
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
状

況
。
③
受
診
者
数
・
受
診
率

の
推
移
。
④
特
定
保
健
指
導

率
の
推
移
。
⑤
町
民
一
人
あ

た
り
の
医
療
費
の
推
移
。
⑥

厚
生
労
働
省
が
進
め
る
「
デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
は
町
の

特
定
保
健
指
導
の
内
容
と
合

致
す
る
か
。
⑦
平
均
寿
命
１

位
の
長
野
県
は
保
健
補
導
員

に
取
り
組
む
が
、
町
は
保
健

推
進
員
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
期
待
す
る
か
。

町
長
答
弁
　
⑦
保
健
推
進
員

に
は
、
町
民
の
健
康
保
持
・

増
進
の
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
、
保
健
事
業
へ
の
参
加

呼
び
か
け
、パ
イ
プ
役
な
ど
、

地
域
の
方
々
の
健
康
増
進
に

向
け
て
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
る
。

　

１
６
８
名
の
保
健
推
進
員
、

１
１
５
名
の
食
生
活
改
善
推

進
員
は
健
康
づ
く
り
や
生
活

習
慣
病
の
予
防
活
動
を
進
め

る
う
え
で
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

健
康
福
祉
課
長
答
弁　

①
１

位
は
が
ん
、
２
位
は
脳
血
管

疾
患
、
次
い
で
、
心
疾
患
、

肺
炎
、
不
慮
の
事
故
と
な
っ

て
い
る
。

　

65
歳
以
下
の
死
亡
者
は
、

平
成
19
年
度
に
52
人
で
過
去

最
高
と
な
っ
た
が
、
平
成

23
年
は
34
人
で
約
34
％
に
減

少
、
50
歳
以
上
が
27
人
で
８

割
を
占
め
、
う
ち
男
性
が
４

分
の
３
を
占
め
る
。

②
が
ん
は
全
国
平
均
を
下
回

る
が
、男
性
の
自
殺
が
２
倍
、

脳
血
管
疾
患
が
１
・
５
倍
と

高
い
。

　

自
殺
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、腎
不
全
が
増
加
傾
向
で
、

糖
尿
病
と
脳
血
管
疾
患
の
重

症
化
防
止
と
予
防
を
強
化
し

た
い
。

③
平
成
24
年
度
は
44
・
７
％

と
65
％
の
目
標
に
達
し
て
い

な
い
。
40
歳
か
ら
59
歳
の
受

診
率
は
30
％
と
横
ば
い
で
、

一
層
の
向
上
に
努
め
た
い
。

④
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
つ
い
て
指
導
し
、
平

成
20
年
度
は
16
・
７
％
の
対

象
者
が
、
平
成
24
年
度
で
は

12
・
９
％
と
減
少
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
特
定
保
健

指
導
の
実
施
率
は
、
58
・
８

％
で
県
内
第
４
位
と
な
っ
た
。

⑤
町
民
１
人
あ
た
り
の
医
療

費
は
、
平
成
24
年
度
が
29 

万
８
千
４
７
８
円
で
５
年
前

と
比
較
し
、
５
万
７
千
１
５ 

７
円
増
え
、
年
々
増
加
し
て

い
る
。

⑥
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進

は
、
特
定
保
健
指
導
の
内
容

と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別

に
推
進
す
る
よ
う
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　

平
成
26
年
度
に
健
康
保
険

組
合
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

実
施
準
備
を
進
め
て
い
る
。

高
速
通
信
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
完
了
後
の
活
用
方
法

特
定
健
康
診
査

の
結
果

用 語 の 説 明

◆ＩＣＴ…情報通信技術のことです。
◆特定健康診査…糖尿病等の生活習慣病の予防や重症化、
合併症を避けるための診査（通称、メタボ健診）です。
メタボリックシンドローム（内臓・腹部肥満）を判定し、
該当者には特定保健指導への参加を促します。
◆保健補導員…保健推進員と同じで、長野県内の一般的
な呼び方です。
◆ＳＭＲ…標準化死亡率。自治体の死亡率を高齢化によ
る率の上昇を取り除いて、他の自治体と比較できるよう
にする数値です。
◆レセプト…個人ごとの医療等に関する健康保険適用分
の請求額や点数などの情報です。
◆データヘルス…レセプトや健康診査のデータを分析し、
健康指導や健康保険の適正化、効率化を図ることです。

八木田  憲司  議員
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読
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
気
候
も
良
く
な
り
、
農

作
業
な
ど
で
忙
し
い
毎
日
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
編
集
後
記
は
、
議
会

広
報
編
集
委
員
会
の
仕
事
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、

図
書
室
運
営
委
員
会
を
兼
務

し
、
委
員
長
の
工
藤
幸
子
議
員
、

山
田
賢
司
議
員
、
八
木
田
憲
司

議
員
、
中
舘
文
雄
議
員
、
立
花

寛
子
議
員
と
私
、
夏
堀
文
孝
の

６
名
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
で
は
、

質
疑
の
状
況
、
見
出
し
の
イ
ン

パ
ク
ト
、
行
政
用
語
の
説
明
な

ど
、
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
伝

わ
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
で
、
出

来
る
だ
け
議
会
の
様
子
が
伝
わ

る
よ
う
、
さ
ら
に
工
夫
と
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
率
直
な
意
見
や
感
想
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
南
部
町
民
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長　

夏
堀　

文
孝

編
　
集
　
後
　
記

総務企画常任委員会
　２月６日に消防団組織と地域防災会の現状を調
査しました。
　調査では、消防団員数の確保や将来的な統合、
地域防災会の整備促進の必要性など意見が出され
ました。

常任委員会の調査予定
平成 26 年度は、以下の件について調査を行う
予定です。

○総務企画常任委員会
　１）町の遊休地の現状について
　　　①現地調査
　　　②処分状況、利用計画について

○産業建設常任委員会
　１）圃場整備事業について

○教育民生常任委員会
　１）史跡聖寿寺館跡の発掘調査について
　２）老健なんぶの運営状況について

産業建設常任委員会
　２月 12 日に馬淵川の洪水対策と遊休農地の現
状を調査しました。
　調査では、更なる河川整備の要望や遊休農地
解消のためのほ場整備と農地流動化の必要性など
意見が出されました。

教育民生常任委員会
　１月 30 日に町立名川中学校の学校訪問と学
校図書室の現状を調査しました。
　調査では、教科センター方式の学習効果を目で
確認し、町民も活用する図書室の更なる充実に
ついて意見が出されました。

　

第
56
回
臨
時
会
に
は
、

副
町
長
の
選
任
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
、
全
会
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

■
副
町
長
の
選
任

▽
坂
本　

勝
二　

氏
（
あ
か
ね
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
境　
　

久
孝　

氏
（
駅　

前
）

　

佐
藤　

俊
男　

氏
（
あ
か
ね
）

︻
任
期
︼
平
成
26
年
４
月
５

日
か
ら
平
成
30
年
４
月
４
日

ま
で 副

町
長
と

教
育
委
員
、

全
会
一
致

で
同
意
。

人
　
事

第
56
回

  
南
部
町
議
会
臨
時
会

　︻
３
月
28
日
︼

なんぶ議会だより

担当課から説明を受ける委員 町内の河川改修工事現場を確認する委員

町立名川中学校１階図書館を調査する委員



町内幼稚園や保育園の年長園児 33 名が参加

太鼓に対する熱意が伝わる八甲田太鼓の皆さん

華麗な舞を見せる出演者たち

▼花見＆ウォーキングを満喫

なべまるパズルで新記録に挑む子どもたち

▲登山シーズン到来を祈って

　

法
光
寺
を
主
会
場
に
、
南
部
町
春

ま
つ
り
が
５
月
３
日
・
４
日
の
２
日

間
で
開
催
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

二
千
五
百
人
が
晴
天
の
中
で
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
町
内
の
年
長
園
児
に
よ

る
、
き
ら
び
や
か
な
「
稚
児
入
山
行

列
」か
ら
始
ま
り
、毎
年
恒
例
と
な
っ

た
郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
「
芸
ノ

祭
典
」
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
日
目
は
「
さ
く
ら
新
舞
会
舞

踊
シ
ョ
ー
」
や
、「
和
太
鼓
の
共
演
」、

「
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会
と
小
西
礼

子
シ
ョ
ー
」
が
、
盛
大
に
行
わ
れ
、

観
客
は
、
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
に

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
同
日
開
催
し
て

い
る
「
果
樹
の
花
見
散
策
ウ
ォ
ー

ク
」
に
は
、
町
内
外
か
ら
130
名
が
参

加
し
、
果
樹
の
花
が
咲
き
誇
る
約
６

km
の
コ
ー
ス
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

３
日
早
朝
に
は
、
名
久
井
岳
山
開

き
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
登
山
シ
ー

ズ
ン
到
来
を
祝
う
と
と
も
に
登
山
愛

好
者
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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広報なんぶちょう

春
の
祭
典

華
や
か
な

南部町名川さくらんぼ狩り
６月20日～７月中旬 開催!!

【イベントの問合せ】

農村交流推進課（中央公民館内）
　☎ 0178-76-2310

【さくらんぼ狩りの予約・問合せ】

ながわ農業観光案内所
　☎ 0178-76-3020


